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C O N T E N T S

２
０
０
６
年
度

晴
天
に
恵
ま
れ
た
三
月
九
日
、
多
く
の
ご
来
賓
、
ご

両
親
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
参
列
し
、
学
部
卒
業
生
八

二
四
名
（
保
健
学
部
五
四
四
名
、
医
療
福
祉
学
部
二
八

〇
名
）、
大
学
院
修
了
生
一
五
一
名
の
学
位
記
授
与
式
が

行
わ
れ
た
。

コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
り
校
歌
「
未
来
へ
の
扉
」
が
斉
唱

さ
れ
た
あ
と
、
谷
修
一
学
長
よ
り
卒
業
生
総
代
の
視
機

能
療
法
学
科
・
田
澤
聖
子
さ
ん
に
学
部
学
位
記
が
、
開

原
成
允
大
学
院
院
長
よ
り
博
士
課
程
修
了
生
総
代
の
張

瑩
さ
ん
、
修
士
課
程
修
了
生
総
代
の
小
森
規
代
さ
ん
に

大
学
院
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
学
科
の
学

業
成
績
優
秀
者
（
右
表
参
照
）
に
は
、
谷
学
長
よ
り
学

長
賞
が
贈
ら
れ
た
。

谷
学
長
の
式
辞
（
次
頁
）
に
続
き
、
高
木
邦
格
理
事

長
が
「
こ
れ
か
ら
は
高
い
専
門
性
に
加
え
、
優
れ
た
人

格
、
教
養
を
兼
ね
備
え
た
人
間
で
な
い
と
生
き
残
れ
な

い
時
代
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
卒
業
生
の
誇
り
を
持
っ

て
広
く
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
千
保
一
夫
・
大
田
原
市
長

か
ら
は
「
国
際
医
療
福
祉
大
生
は
大
田
原
市
が
誇
る
素

晴
ら
し
い
宝
。
卒
業
式
は
、
新
た
な
人
生
の
挑
戦
が
始

ま
る
出
発
式
で
も
あ
る
」
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
続
い
て
福
田
富
一
・
栃
木
県
知
事
（
荒
川
勉
・
栃

木
県
保
健
福
祉
部
次
長
代
読
）、
伊
東
洋
・
東
京
医
科
大

学
理
事
長
兼
学
長
よ
り
御
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
卒
業
生
総
代
の
田
澤
聖
子
さ
ん
、
修
了
生
代

表
の
金
尾
智
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
谷
学
長
よ
り
、
卒

業
生
を
代
表
し
て
理
学
療
法
学
科
の
笠
原
稔
也
さ
ん
に

卒
業
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

式
終
了
後
、
大
学
院
修
了
生
は
修
了
祝
賀
会
、
大
学

院
学
位
記
伝
達
式
に
、
学
部
卒
業
生
は
学
科
別
の
学
位

記
伝
達
式
に
参
加
。
ご
両
親
・
恩
師
が
見
守
る
な
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
手
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

（
東
京
事
務
所
　
出
版
広
報
室
）

冬
晴
れ
の
３
月
９
日
（
金
）、
国
際
医
療

福
祉
大
学
の
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
大
学
院
の
学
位
記

授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
晴
着
に
身
を

包
み
、
充
実
し
た
学
生
時
代
の
思
い
出
と

新
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
、
晴
れ
や
か
な

笑
顔
で
胸
を
張
る
卒
業
生
の
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

■
２
０
０
６
年
度
卒
業
生

保
健
学
部

５
４
４
名

・
看
護
学
科

１
１
６
名

・
理
学
療
法
学
科

１
０
０
名

・
作
業
療
法
学
科

８
９
名

・
言
語
聴
覚
学
科

８
８
名

・
視
機
能
療
法
学
科

４
３
名

・
放
射
線
・
情
報
科
学
科

１
０
８
名

医
療
福
祉
学
部

２
８
０
名

・
医
療
経
営
管
理
学
科

１
２
９
名

・
医
療
福
祉
学
科

１
５
１
名

■
２
０
０
６
年
度
大
学
院
修
了
生

・
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

８
７
名

・
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻

４
４
名

・
博
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻

２
０
名

■
学
長
賞
受
賞
者
（
学
業
成
績
優
秀
者
）

・
看
護
学
科

小
松
裕
佳

・
理
学
療
法
学
科

笠
原
稔
也

・
作
業
療
法
学
科

三
浦
亜
希

・
言
語
聴
覚
学
科

小
俣
健
太
郎

・
視
機
能
療
法
学
科

田
澤
聖
子

・
放
射
線
・
情
報
科
学
科

室
橋
歩
美

・
医
療
経
営
管
理
学
科

池
田
裕
次

・
医
療
福
祉
学
科

野
口
由
美
子

■
修
了
す
る
留
学
生

張
　
瑩
（
博
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
中
国
）

D
orothy

Tan
M
orala

（
博
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

成
　
命
奇
（
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
韓
国
）

京
平
（
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
中
国
）

成
　
駿
午
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
韓
国
）

オ
イ
ン
ガ
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
中
国
）

辛
　
琳
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
中
国
）

李
　
準
鎬
（
修
士
課
程
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
韓
国
）

常
　
冬
梅
（
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
中
国
）

呉
　
葵
（
修
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
　
中
国
）

２
０
０
６
年
度
卒
業
生
･
修
了
生
概
要

■
博
士
課
程
保
健
医
療
学
専
攻
修
了
者

下
井
俊
典
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

「
改
変
版
日
本
語T

alag
scale

」
の
作
成
に
よ
る
遅
発
性
筋
痛
の
評
価
方
法
と
研
究
デ

ザ
イ
ン
の
検
討

石
井
博
之
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

中
国
で
普
及
可
能
な
短
下
肢
装
具
の
研
究

岩
崎
和
代
（
看
護
学
分
野
）

論
文：

女
性
透
析
患
者
の
妊
娠
分
娩
お
よ
び
児
の
成
育
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

榎
本
雪
絵
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

論
文：

運
動
器
の
機
能
向
上
事
業
（
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
参
加
者
の
家
族
介
護
者

の
介
護
負
担
感
に
つ
い
て

加
藤
宗
規
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

簡
易
型
筋
力
測
定
法
の
開
発
に
関
す
る
研
究

金
尾
智
子
（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
）

論
文：

低
線
量
照
射
に
よ
り
誘
導
さ
れ
た
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
蛹
期
のautophagic

cell
death

の
解
析

金
子
秀
雄
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

超
音
波
診
断
装
置
に
よ
る
呼
気
筋
活
動
指
標
の
開
発
と
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
患
者
へ
の

応
用

金
　
信
敬
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

高
齢
者
に
よ
る
太
極
拳
運
動
の
効
果
に
関
す
る
研
究

久
保
恭
子
（
看
護
学
分
野
）

論
文：

ム
コ
多
糖
症
児
の
養
育
者
に
お
け
る
心
理
社
会
的
問
題
と
看
護
の
課
題

窪
田
　
聡
（
福
祉
援
助
工
学
分
野
）

論
文：

電
動
ギ
ャ
ッ
チ
ベ
ッ
ド
背
上
げ
時
の
姿
勢
評
価

櫻
井
愛
子
（
福
祉
援
助
工
学
分
野
）

論
文：

短
下
肢
装
具
の
底
屈
制
動
モ
ー
メ
ン
ト
が
片
麻
痺
者
の
歩
行
へ
与
え
る
影
響

佐
藤
　
洋
（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
）

論
文：

多
層
撮
影
法
に
よ
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
グ
ラ
フ
ィ
の
線
量
低
減
に
関
す
る
研
究

芝
山
江
美
子
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

論
文：

過
疎
農
村
地
域
に
お
け
る
農
村
女
性
の
介
護
意
識
と
そ
の
地
域
・
文
化
的
背
景

張
　
瑩
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

論
文：

中
国
の
心
身
不
自
由
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
研
究

D
orothy

Tan
M
orala

（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

Factors
A
ssociated

w
ith
Functional

Status
of
the

Com
m
unity-

Dw
elling

Elderly
People

in
the
Philippines

中
村
陽
子
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

論
文：

医
薬
品
安
全
の
た
め
の
総
合
的
シ
ス
テ
ム
の
研
究

柊
　
幸
伸
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

小
型
セ
ン
サ
を
用
い
た
簡
易
動
作
分
析
シ
ス
テ
ム
の
作
製
と
そ
の
応
用

福
嶋
裕
美
子
（
医
療
福
祉
学
分
野
）

論
文：

認
知
症
高
齢
者
の
ヴ
ァ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

藤
田
博
曉
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

大
腿
骨
頸
部
／
転
子
部
骨
折
患
者
の
機
能
予
後
に
関
す
る
検
討

横
山
重
子
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）

論
文：

高
齢
者
お
よ
び
認
知
症
高
齢
者
の
難
易
度
の
高
い
活
動

▲学長賞を授与される各学科の学業
成績優秀者

t修了生を代表して謝辞を述べる金
尾智子さん（放射線・情報科学分
野）

卒業生総代として学位記を授与される視機能療法学科・田澤聖子さん（写真上）
留学生の張 瑩さんが博士課程修了生の総代に（写真下）
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「
生
き
る
力
」
を
支
え
る
看
護
師
に

看
護
学
科
　
遠
藤
雅
幸

「
人
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て
は
駄
目
で
す

よ
」。
母
親
が
い
つ
も
私
に
言
っ
て
い
た
言
葉
の
一

つ
で
す
。
そ
の
母
は
一
年
前
に
亡
く
な
り
、
残
念

な
が
ら
卒
業
の
報
告
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
き
っ
と
今
で
も
天
国
か
ら
私

の
卒
業
報
告
を
待
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
、
自
身
の
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

確
か
に
人
と
は
少
し
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
学
在
籍
中
に
計
八
か
国
を
訪
れ
、
大
学
生

活
の
う
ち
一
年
四
か
月
間
は
国
外
で
国
際
保
健
学

を
学
び
ま
し
た
。
国
や
年
齢
を
超
え
た
「
生
と
死
」

を
見
つ
め
、
看
護
学
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

「
医
師
に
治
せ
な
い
患
者
は
い
る
が
、
看
護
師

が
看
護
で
き
な
い
患
者
は
い
な
い
」。
私
は
、
人
が

「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
想
像
以
上
に
深
く
、
大

変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
看
護
師
は
「
治
療
者
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
人
々

に
寄
り
添
い
、
人
々
と
共
に
考
え
、
人
間
の
持
つ

「
生
き
る
力
」
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

大
学
で
学
び
感
じ
た
こ
と
を
糧
に
し
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
惜
し
み
な
い
努
力
を
通
し
て
、
人
の
「
生

き
る
力
」
を
支
え
て
い
け
る
看
護
師
に
な
り
た
い

と
強
く
思
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
人
々
と
の
出
逢
い

言
語
聴
覚
学
科
　
高た
か

玉た
ま

智ち

恵え

国
際
医
療
福
祉
大
学
に
入
学
す
る
前
、
私
は
専

門
学
校
の
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
ま

で
教
え
て
い
た
学
生
と
同
年
代
の
方
々
が
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
な
る
と
い
う
不
安
も
あ
り
、
目
立
た
ぬ

よ
う
に
日
々
を
過
ご
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

気
が
つ
け
ば
皆
に
「
姐
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で

に
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。
目
立
た
な
い
は
ず
が

学
科
委
員
ま
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
大

学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
年
代
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
い
な
い
私
に
と
っ

て
、
学
科
事
務
室
で
同
年
代
の
助
手
の
先
生
方
と

お
し
ゃ
べ
り
す
る
時
間
は
心
の
オ
ア
シ
ス
で
し
た
。

四
年
間
を
振
り
返
っ
て
も
、
学
科
委
員
と
し
て
先

生
方
と
協
力
し
て
取
り
仕
切
っ
た
「
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
」
が
、
一
番
の
思
い
出
と
し
て
心
に
よ

み
が
え
り
ま
す
。

多
く
の
仲
間
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
先
生

方
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
言
語
聴
覚
学
科
九

期
生
で
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
に
老
人
施
設
で
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
四
月
か
ら
は
、
小
児
施
設
で
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、
言
語
聴
覚
士
と
し
て
、
領
域
を
問
わ
ず

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
た
自
分
へ
の
挑
戦

視
機
能
療
法
学
科
　
萩
島
慎
一

マ
ラ
ソ
ン
に
熱
中
し
た
大
学
生
活
で
し
た
。
高

校
時
代
は
五
〇
〇
〇
ｍ
が
専
門
で
し
た
が
、
怪
我

や
故
障
が
多
く
、
不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
卒
業
を
迎

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
学
で
は
自
分

の
新
た
な
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
、
マ
ラ
ソ
ン

競
技
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
大
会
は
、
今
年
の
二

月
四
日
に
行
わ
れ
、
学
生
最
後
の
マ
ラ
ソ
ン
と
な

っ
た
「
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
で
す
。
来

る
大
阪
世
界
陸
上
選
手
権
の
代
表
選
手
選
考
会
を

兼
ね
た
こ
の
大
会
に
は
、
国
内
外
の
一
流
ラ
ン
ナ

ー
が
参
加
し
、
テ
レ
ビ
中
継
も
さ
れ
る
な
ど
、
ラ

ン
ナ
ー
憧
れ
の
大
会
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
期

は
就
職
活
動
や
試
験
勉
強
な
ど
で
十
分
な
練
習
が

積
め
ず
、
学
業
と
マ
ラ
ソ
ン
の
両
立
に
苦
戦
し
ま

し
た
。
結
果
は
三
五
キ
ロ
関
門
で
リ
タ
イ
ア
と
い

う
悔
し
い
も
の
で
し
た
が
、
自
分
へ
の
挑
戦
は
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
競
技

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
マ
ラ
ソ
ン
は
、
自
分
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る

「
自
分
へ
の
挑
戦
」
の
一
つ
な
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
大
学
生
活
、
学

業
の
傍
ら
に
興
味
あ
る
こ
と
に
打
ち
込
み
、
自
分

を
磨
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
選
ん
だ
道
を
信
じ
て

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
蛸た
こ

佳
代
子

か

よ

こ

私
の
大
学
生
活
は
、
そ
の
大
半
を
テ
ニ
ス
部
の

活
動
や
、
そ
の
仲
間
と
過
ご
す
時
間
が
占
め
て
い

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
テ
ニ
ス
部
は
居
心
地
の
い

い
場
所
、
元
気
を
も
ら
え
る
場
所
で
あ
り
、
そ
し

て
息
抜
き
で
き
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
、
成
長
さ
せ
ら
れ
た
意
味
で

も
、
と
て
も
大
切
な
場
所
で
し
た
。

大
学
の
最
後
の
一
年
間
は
、
先
生
と
メ
ン
バ
ー

全
員
が
ま
と
ま
っ
た
、
最
高
の
卒
業
研
究
グ
ル
ー

プ
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
一
緒
に
頑
張
れ
る
存
在
が
い
る
と
い
う

の
は
、
本
当
に
心
強
い
こ
と
で
し
た
。

今
思
え
ば
、
診
療
放
射
線
技
師
を
目
指
し
て
こ

の
大
学
を
選
ん
だ
こ
と
も
、
テ
ニ
ス
部
に
入
っ
た

こ
と
も
、
実
習
先
も
、
卒
業
研
究
グ
ル
ー
プ
も
、
み

ん
な
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
良
い
選
択
で

し
た
。
そ
し
て
幸
せ
な
こ
と
に
、
い
つ
も
誰
か
に

支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
私
も
誰
か
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
自
分
が
選
ん
だ
道
が
「
良
か
っ
た
」
と
後

で
満
足
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
本
日
卒
業
し
た
学
生
は
八
二
四
名
、
学
位
授

与
を
受
け
た
大
学
院
生
は
一
五
一
名
、
二
〇
名

の
博
士
も
誕
生
し
ま
し
た
。
修
了
生
の
中
に
は
、

生
殖
補
助
医
療
胚
培
養
分
野
で
六
名
が
修
士
号

を
取
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
分
野
は
、
本
学
が
わ

が
国
で
唯
一
の
大
学
院
修
士
課
程
で
あ
り
、
本

学
で
も
初
め
て
の
学
位
で
あ
り
ま
す
。

▼
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
入
っ
て
い
く
医
療
や
福

祉
の
現
場
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
専
門
職
と
そ
れ
を
待
つ
病
気
の

人
や
障
害
を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
の
都

合
で
は
な
く
、
消
費
者
の
論
理
を
優
先
さ
せ
、

利
用
者
を
中
心
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

▼
本
学
で
は
皆
さ
ん
に
医
療
・
福
祉
の
専
門
職

と
し
て
の
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
専
門
職

の
理
想
の
姿
と
は
、
専
門
分
野
の
背
景
に
あ
る

学
問
と
技
術
の
進
歩
発
展
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
勉
強
を
続
け
て
い
く
心
構
え
を

持
ち
、
ま
た
大
学
の
基
本
理
念
に
「
と
も
に
生

き
る
社
会
を
築
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
個
人
の

利
益
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
に
対
す

る
奉
仕
が
基
本
で
あ
り
、
自
分
自
身
に
対
す
る

厳
し
い
自
己
規
律
と
強
い
倫
理
観
、
そ
し
て
常

に
暖
か
く
や
さ
し
い
心
遣
い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▼
今
日
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
大
多
数
は
既
に

就
職
が
内
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
二
月
末
現

在
で
本
学
に
寄
せ
ら
れ
た
求
人
数
は
、
卒
業
生

一
人
当
た
り
六
〇
倍
で
、
こ
の
数
字
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
や
は
り
、
皆
さ
ん
の
先

輩
た
ち
の
社
会
で
の
活
躍
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
て

き
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。
先
輩
た

ち
に
で
き
る
こ
と
が
、
皆
さ
ん
に
で
き
な
い
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
本

学
を
後
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の

真
剣
に
歩
ん
で
い
く
姿
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、

後
輩
た
ち
に
希
望
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

▼
皆
さ
ん
は
学
位
だ
け
を
手
に
入
れ
た
の
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
や
サ

ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
人
生
の
い
か
な
る
局

面
に
立
ち
向
か
う
の
に
も
充
分
な
知
識
と
精
神

と
そ
し
て
多
く
の
友
人
を
得
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
必
要
な
の
は
、
実
社

会
で
の
経
験
で
す
。
こ
れ
か
ら
自
分
の
仕
事
・

職
業
を
通
じ
て
世
界
を
見
て
、
感
じ
、
考
え
、

対
処
し
な
が
ら
経
験
を
積
ん
で
い
く
、
第
二
、

第
三
の
道
の
り
の
ほ
う
が
学
生
生
活
よ
り
長
く
、

大
き
く
人
間
を
形
成
し
て
い
く
は
ず
で
す
。
失

敗
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
も
、
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
こ
と
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。

▼
今
こ
の
瞬
間
を
情
熱
と
勇
気
を
持
っ
て
生
き

る
こ
と
こ
そ
、
若
い
人
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
特

権
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
真
に
清
冽
に
し

て
実
り
あ
る
、
そ
し
て
悔
い
る
こ
と
の
な
い
人

生
を
歩
ま
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

卒
業
論
文
特
別
賞
を
受
賞
！

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
精
魂
こ

め
て
卒
業
論
文
を
仕
上
げ
た
わ
け
だ
が
、
数
多

く
の
力
作
の
な
か
か
ら
一
つ
、
こ
ん
な
卒
論
を

紹
介
し
た
い
。

医
療
経
営
管
理
学
科
の
高
橋
佑
典
さ
ん
と
吉

田
祐
介
さ
ん
の
手
に
よ
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

現
状
一
考
察
」
と
題
す
る
共
同
論
文
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
卒
業
式
の
後
に
行
わ
れ
た
医
療

経
営
管
理
学
科
の
学
位
記
授
与
式
で
、
同
学
科

一
二
九
人
の
卒
業
生
の
卒
論
の
な
か
か
ら
、「
最

優
秀
賞
」「
優
秀
賞
」
と
並
ん
で
、
極
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
論
文
で
あ
る
と
し
て
「
特
別
賞
」
を
授

与
さ
れ
た
。

高
橋
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
は
こ
う
考
え
た
。

「
近
年
、
わ
が
国
で
は
、
車
い
す
を
利
用
す
る
人

口
が
増
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
す
る
。
し
か
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
な

さ
れ
て
い
な
い
場
所
や
、
さ
ら
な
る
見
直
し
が

必
要
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
で
、
実

際
に
車
い
す
で
の
利
用
を
体
験
し
、
い
く
つ
か

の
場
所
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
方
の
視

点
か
ら
、
不
便
な
点
や
問
題
点
、

改
善
す
べ
き
点
を
見
つ
け
よ
う
」

二
人
が
車
い
す
に
乗
っ
て
実
地

調
査
を
し
た
の
は
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
内
と
大
田
原
市
内
、
鹿
沼

市
内
の
公
共
施
設
・
商
業
施
設
計

二
八
（
大
学
一
、
鉄
道
駅
四
、
図

書
館
二
、
デ
パ
ー
ト
二
、
電
器
店
三
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
六
）。
評
価
対
象
項
目
は
、
①

ト
イ
レ
―
―
障
害
者
専
用
の
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
か
、
清
潔
感
が
あ
る
か
な
ど
、
②
段

差
、
③
エ
レ
ベ
ー
タ
―
―
エ
レ
ベ
ー
タ
が
あ
る

か
、
広
さ
は
ど
う
か
な
ど
、
④
通
路
の
広
さ
、

⑤
自
動
販
売
機
―
―
障
害
者
兼
用
の
自
動
販
売

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
⑥
レ
ジ
の
高

さ
・
幅
、
⑦
商
品
の
高
さ
―
―
車
い
す
か
ら
商

品
を
取
り
や
す
い
高
さ
か
、
⑧
障
害
者
専
用
の

駐
車
場
、
⑨
ス
ロ
ー
プ
の
配
置
（
勾
配
）、
⑩
斜

面
―
―
車
い
す
で
走
行
し
や
す
い
か
、
⑪
ド
ア

―
―
出
入
り
口
ド
ア
が
自
動
か
。

こ
れ
ら
評
価
対
象
項
目
を
１
か
ら
５
の
五
段

階
で
評
価
す
る
こ
と
に
し
、
施
設
ご
と
に
綿
密

な
実
地
調
査
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
詳
細
な
コ

メ
ン
ト
や
改
善
点
な
ど
の
提
言
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
足
で
書
い
た
論
文
で
あ
る
。
誌

面
の
制
約
上
、「
総
合
評
価
一
覧
」
の
み
を
要
約

し
て
掲
載
す
る
。

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
　
山
内
邦
雄
）
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谷
修
一
学
長

No. 施設名 平均点

1 国際医療福祉大学 3.7

2 JR那須塩原駅 2.1

3 JR西那須野駅 1.8

4 東武新鹿沼駅 2.6

5 JR鹿沼駅 1.9

6 大田原市立図書館 3.6

7 鹿沼市立図書館 4.1

8 大田原東武 4

9 商業施設A 3.1

10 商業施設B 3.2

11 商業施設C 2.1

12 商業施設D 2.4

13 ヨークベニマル大田原店 4

14 ヨークベニマル鹿沼店 3.9

15 たいらや大田原店 4.2

16 たいらや鹿沼店 3.6

17 マツモトキヨシ大田原店 3.9

18 マツモトキヨシ鹿沼店 3.5

19 マツモトキヨシ鹿沼西茂呂店 3.6

20 カスミ鹿沼店 3.6

21 ヤオハン鹿沼店 3.8

22 商業施設E 2

23 商業施設F 3

24 カワチ薬品大田原南店 4.1

25 カワチ薬品大田原西店 4.2

26 商業施設G 3

27 商業施設H 2.9

28 商業施設I 3.1

バリアフリーの現状一考察
― 総合評価表 ―

全体の平均点：3.3
分野別平均点
駅：2.1 図書館：3.9 デパート：3.6
電器店：2.6 スーパーマーケット：3.5

卒
論
あ

れ
こ
れ

こ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な

卒
論
も
―
―

医療経営管理学科長の高橋泰
教授を囲んで、卒論特別賞を
受賞した高橋佑典さん（左）
と吉田祐介さん（右）



「
入
学
を
決
意
し
た
の
は
新
し
い
事
業
を
始
め
た

ば
か
り
の
と
き
で
、
時
間
だ
け
で
は
な
く
、
経

済
的
に
も
、
ま
た
家
族
や
周
り
の
協
力
が
得
ら

れ
る
か
ど
う
か
も
不
安
だ
ら
け
で
し
た
が
、
講

義
で
は
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
タ
イ
ム
リ
ー
な

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
毎
日
が
発
見
と
知
る

こ
と
の
楽
し
さ
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二
年
で

し
た
。
旬
な
情
報
を
洗
練
さ
れ
た
ソ
ー
ス
か
ら

得
る
こ
と
は
経
営
に
と
っ
て
何
よ
り
大
事
な
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
見
聞
を
広
め

つ
つ
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
諸
先
生
方
や
共
に
学
ぶ
仲
間
が
い
た

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
『
美
容

と
福
祉
』
と
い
う
新
し
い
分
野
の
研

究
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」

国
際
的
な
広
が
り
を
持
つ
博
士
論
文

博
士
課
程
で
は
、
本
学
の
名
称
に

あ
る
「
国
際
」
の
通
り
、
二
人
の
留

学
生
が
博
士
号
を
取
得
し
て
帰
国
し

ま
す
。
二
人
と
も
本
学
の
修
士
課
程

か
ら
博
士
課
程
に
進
ん
だ
学
生
で
、

大
田
原
、
福
岡
お
よ
び
東
京
で
五
年

間
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
モ
ラ
ラ
（D

orothy
T
an

M
orala

）
さ
ん
と
中
国
の
張
瑩
さ
ん

で
す
。モ

ラ
ラ
さ
ん
は
理
学
療
法
士
で
、

理
学
療
法
の
立
場
か
ら
高
齢
者

の
介
護
を
研
究
し
ま
し
た
。

「
博
士
論
文
を
完
成
さ
せ
る
の
は
易
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
く
の
時
間
と
費
用
を
か
け
、
集
中

し
て
努
力
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
周
囲
の
人
か
ら
の
支
援
、
指
導
、
理
解
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
外
国
人
留
学
生
と
な
れ
ば
、

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
私
は
、
国
際

医
療
福
祉
大
学
の
先
生
方
の
指
導
と
支
援
を
受

け
て
、
粘
り
強
く
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
目
標
を
達
成
で
き
た
今
の
高
揚
し
た

気
持
ち
を
言
葉
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
帰
国
後
も
、
日
本
の
こ
と
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

人
た
ち
を
理
解
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
日
本
の
皆
様
、
国
際
医
療
福
祉
大

学
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
優

秀
な
理
学
療
法
士
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
皆
様

の
お
か
げ
で
人
間
と
し
て
ひ
と
回
り
大
き
く
成

長
で
き
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
」

張
瑩
さ
ん
は
、
大
連
医
科
大
学
を
卒
業
し

た
内
科
の
医
師
で
、
日
本
の
介
護
保
険

制
度
を
中
国
に
適
用
す
る
こ
と
を
研
究
し
ま
し

た
。
本
学
に
学
ば
れ
た
動
機
は
陳
霞
芬
先
生
が

お
ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
、
陳
先
生
の

熱
心
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

「
研
究
に
あ
た
り
、
ご
懇
篤
な
指
導
を
賜
わ
っ
た
諸

先
生
方
の
教
育
へ
の
ご
熱
意
に
深
い
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
大
学
教
育
と
は
か
く
あ
る
べ
し
と
思
い
、

終
生
忘
れ
得
な
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
母
国
の
中
国
に
戻
り
、
で
き
れ
ば
大
学
で
教
鞭

を
取
り
な
が
ら
、
日
本
を
は
じ
め
諸
国
の
高
齢
者

社
会
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の
研
究
に
従
事
し
、

中
国
に
お
け
る
多
様
な
地
域
特
性
に
適
し
た
介
護

保
険
制
度
の
導
入
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

厚
生
省
を
退
職
し
て
博
士
課
程
に

博
士
号
を
め
で
た
く
受
け
ら
れ
た
の
は
、
も

ち
ろ
ん
留
学
生
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
紹

介
し
た
い
人
ば
か
り
で
す
が
、
誌
面
の
関
係
で

中
村
さ
ん
の
み
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

中
村
陽
子
さ
ん
は
（
旧
）
厚
生
省
に
お
勤

め
で
し
た
が
、
そ
こ
で
医
薬
品
の
安
全

問
題
を
長
年
担
当
さ
れ
、
厚
生
省
を
退
職
さ
れ

た
後
、
こ
の
問
題
を
ま
と
め
て
論
文
に
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
博
士
課
程
に
入
学
さ
れ
ま

し
た
。

「
あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
で
し
た
。
医
薬
品
の

安
全
や
医
療
の
安
全
を
ど
う
す
れ
ば
達
成
で
き

る
か
、
と
い
う
大
き
な
研
究
目
的
を
持
っ
て
大

学
院
に
入
学
し
た
も
の
の
、
何
か
ら
ど
の
よ
う

に
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
、
皆
目
検
討
が
つ
か

な
い
状
態
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
研
究

課
題
に
対
し
、
論
点
を
一
つ
一
つ
解
き
ほ
ぐ
し

な
が
ら
、
こ
れ
を
論
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

の
は
、
教
授
陣
の
根
気
あ
る
ご
指
導
と
励
ま
し

の
賜
物
で
す
。『
あ
な
た
は
、
何
を
し
た
い
の
？
』

『
説
明
文
だ
け
で
は
論
文
に
は
な
ら
な
い
よ
！
』

『
前
と
後
ろ
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
！
』
等
々
、

曖
昧
な
箇
所
に
対
し
て
鋭
い
ご
指
摘
を
受
け
な

が
ら
、
論
文
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
ゼ
ミ
の

議
論
を
通
じ
て
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
筋

道
立
て
て
ま
と
め
、
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
人
生
の
先
輩
と
い
え
る
経
験
豊

富
な
学
友
と
の
ホ
ッ
ト
な
議
論
や
、
教
授
ら
と

の
合
宿
･
飲
み
会
が
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

す
。
論
文
を
書
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
正
直

大
変
な
こ
と
で
し
た
が
、
博
士
号
を
い
た
だ
け

た
安
堵
感
と
達
成
感
は
抜
群
で
す
。
卒
業
し
て

し
ま
う
の
は
寂
し
い
の
で
す
が
、
今
後
も
時
々
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
の
雰
囲
気
に
浸
り

に
戻
っ
て
き
ま
す
」

（
構
成
・
出
版
広
報
室
　
山
内
邦
雄
）
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生
殖
補
助
医
療
胚
培
養
分
野
の
一
期
生

黒
滝
陽
子
さ
ん
は
、
生
殖
補
助
医
療
胚
培

養
分
野
の
一
期
生
と
し
て
修
士
課
程
を

修
了
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
カ
レ
ッ
ジ
京
都
バ
イ

オ
工
学
科
細
胞
工
学
コ
ー
ス
卒
業
後
、
京
都
大

学
理
学
部
分
子
発
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研
究
技

術
員
を
経
て
本
学
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

「
ヒ
ト
の
生
殖
補
助
医
療
（
不
妊
治
療
）
技
術
の

も
と
と
な
っ
た
マ
ウ
ス
発
生
工
学
を
用
い
た
基

礎
研
究
に
一
〇
年
間
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
発
生
工
学
の
技
術
が
あ
る
だ
け
で
は
ヒ
ト

胚
を
扱
う
生
殖
補
助
医
療
に
携
わ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
新
設
さ
れ
た

生
殖
補
助
医
療
胚
培
養
分
野
に
入
学
し
ま
し
た
。

専
門
講
義
は
毎
回
充
実
し
た
内
容
で
、
日
本
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
設
で
の
シ
ビ
ア
な
実
習

と
と
も
に
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
確
実

に
自
分
の
中
で
大
き

な
変
化
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
す
で
に
胚

培
養
士
で
あ
っ
た

り
、
大
学
を
卒
業
し

て
そ
の
ま
ま
院
に
入

学
し
た
人
な
ど
、
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

さ
ま
ざ
ま
な
仲
間
と

の
交
流
は
と
て
も
楽

し
く
、
専
門
分
野
を

勉
強
す
る
上
で
非
常

に
恵
ま
れ
た
環
境
で

二
年
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
院
修
了
後
は
生
殖
補

助
医
療
専
門
施
設
の
リ
サ
ー
チ
部
門
で
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
や
現
象
の
科
学
的
裏
付
け
を
し
、
生

殖
補
助
医
療
の
従
事
者
や
患
者
様
に
直
接
返
る

よ
う
な
研
究
成
果
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

働
き
な
が
ら
修
士
課
程
で
学
ぶ

頭か
し
ら

島じ
ま

潔
さ
ん
は
、
株
式
会
社
コ
ム
ス
ン
の
常

務
取
締
役
で
す
。
仕
事
の
中
で
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
介
護
事
業
者
の
連
携
の
重
要
性
を
感
じ
、

そ
の
実
態
を
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

「
仕
事
を
し
な
が
ら
講
義
を
受
け
、
研
究
テ
ー
マ

の
論
文
を
書
く
た
め
に
は
、
時
間
調
整
の
大
変

さ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
々
の
業
務
で

は
細
か
い
点
し
か
見
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ

り
、
講
義
を
聴
く
こ
と
で
改
め
て
自
分
が
働
い

て
い
る
業
界
を
俯
瞰
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、

新
鮮
さ
と
総
合
的
な
視
野
が
得
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
研
究
テ
ー
マ
は
今
の
自
分
の
仕
事

に
直
結
す
る
も
の
で
、
今
後
の
業
務
に
大
い
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
院

は
時
間
調
整
と
い
う
大
変
さ
は
あ
る
も
の
の
、

自
分
自
身
の
仕
事
の
幅
を
広
げ
る
の
に
は
と
て

も
役
立
ち
ま
す
。
今
は
、
で
き
れ
ば
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

佐
山
静
江
さ
ん
は
、
獨
協
医
科
大
学
病
院

の
看
護
部
長
で
、
病
院
に
バ
ラ
ン
ス
ド
･

ス
コ
ア
・
カ
ー
ド
と
い
う
経
営
手
法
を
導
入
さ

れ
た
経
緯
を
論
文
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
大
き
な
病
院
で
こ
の
手
法
を
導
入
し
た
例
は
、

ま
だ
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

「
特
に
診
療
報
酬
改
定
の
問
題
が
大
き
く
の
し
か

か
っ
て
き
た
時
期
で
あ
り
、
大
学
院
の
先
生
方
、

医
療
現
場
に
立
つ
先
生
方
に
よ
る
講
義
は
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
が
多
く
、
総
合
的
な
視
点
か
ら

身
近
な
現
状
を
分
析
す
る
必
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
経
営
手
法
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
は
、
一

年
後
の
病
院
機
能
評
価
受
審
に
即
刻
活
用
で
き

る
業
務
直
結
型
の
研
究
と
な
り
、
今
後
も
継
続

し
て
経
営
に
活
か
す
工
程
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
管
理
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
学

び
が
広
が
り
、
現
状
か
ら
の
研
究
が
で
き
、
継

続
で
き
る
課
題
を
持
て
る
と
い
う
大
学
院
は
今

の
自
分
に
必
須
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
時
間
は
作
れ
る
も
の
と
実
感
し
ま
し
た
」

南
弥
生
さ
ん
は
美
容
師
で
、
美
容
室
と
訪

問
美
容
事
業
の
経
営
者
で
す
。
そ
の
仕
事

の
中
か
ら
化
粧
が
要
介
護
高
齢
者
に
与
え
る
良
い
影

響
に
着
目
し
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
法
を
使
っ
て
研
究

さ
れ
ま
し
た
。
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
重
要
な
問
題
で

す
。

6

張さん

モララさん

黒
滝
さ
ん
（
右
後
）、
同
期
の
山
口
さ
ん
（
左
後
）、
佐
藤
さ
ん
（
右
前
）、
高
田
さ
ん
（
左
前
）

南さん

佐山さん

頭
島
さ
ん

二
〇
〇
六
年
度
に
は
、
一
三
一
名
の
修
士
修
了
者
と
二
〇
名
の
博
士
修
了
者
（
及
び

論
文
博
士
三
名
）
が
本
学
大
学
院
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
中
に
は
「
生
殖
補
助

医
療
胚
培
養
分
野
」
初
の
修
了
生
六
名
が
い
ま
す
。
修
了
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

今
後
大
い
に
活
躍
す
る
人
た
ち
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
本
学
大
学
院
の
特
徴
を
反
映

し
て
独
自
の
道
を
切
り
開
い
て
き
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。
今
後
の
大
学
院
生
の
励
み
に

も
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。



真
新
し
い
校
舎
、
新
し
い
生
活
、
そ
し
て
新
し

い
仲
間
た
ち
が
集
う
小
田
原
保
健
医
療
学
部
が
ス

タ
ー
ト
し
て
一
年
が
経
過
し
た
。
医
療
・
福
祉
の

世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
ば
か
り
の
学
生
た
ち
も

こ
の
一
年
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
た
に
違
い
な

い
。
入
学
式
で
は
着
慣
れ
な
い
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、
ど
こ
か
不
安
げ
な
様
子
で
、（
私
が
い
た
舞
台

の
上
か
ら
よ
く
は
見
え
な
か
っ
た
が
）
式
典
中
も

そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
学
生
の
姿
が
つ
い
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。
授
業
中
は
、
未
知

の
医
療
･
福
祉
の
世
界
だ
か
ら
、
一
言
も
聞
き
逃

す
ま
い
と
真
剣
な
表
情
で
新
し
い
知
識
を
日
々
積

み
重
ね
る
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。

よ
く
頑
張
っ
た
学
生
た
ち

五
月
に
行
わ
れ
た
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
市
内
散
策
と
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
と
な
っ
た
。
各
学
科
チ
ー
ム
分
け

し
て
鉄
板
を
囲
み
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
五
月
に
行
わ
れ
た
市
民
公
開
講
座

で
は
、
小
田
原
市
民
の
方
々
や
近
郊
か
ら
訪
れ
た

参
加
者
の
人
々
に
医
療
・
福
祉
の
分
野
を
紹
介
し

た
。
学
生
は
初
め
て
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
袖
を
通
し
、

学
ん
だ
知
識
を
い
か
ん
な
く
披
露
し
た
。

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
さ
ら
に
進
ん

で
習
得
し
た
医
療
の
知
識
を
披
露
し
、
参
加
し
た

市
民
の
方
々
や
受
験
生
に
対
し
て
、
実
習
器
具
の

説
明
や
そ
の
効
果
な
ど
を
紹
介
し
、
好
評
を
は
く

し
た
。

大
学
祭
「
潮
風
祭
」
で
は
発
足
し
た
ば
か
り
の

学
友
会
と
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト

や
屋
台
な
ど
を
計
画
、
見
事
大
成
功
に
導
い
た
。
大

学
祭
前
日
に
は
泊
り
込
む
学
生
も
い
る
な
ど
、
歴

史
に
残
る
大
学
祭
に
し
た
い
と
い
う
学
生
全
体
の

熱
い
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
も
盛
ん
で
、
学
友
会
、
部
・
サ

ー
ク
ル
局
が
各
サ
ー
ク
ル
の
部
長
を
集
め
て
体
育

館
利
用
の
日
程
な
ど
を
調
整
し
、
大
学
祭
で
行
わ

れ
た
目
白
大
学
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
と
の
招
待
試
合

や
野
球
サ
ー
ク
ル
の
大
田
原
本
校
と
の
親
善
試
合

な
ど
、
学
生
た
ち
が
自
ら
率
先
し
て
活
動
を
行
っ

た
。冬

休
み
直
前
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は

三
学
科
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
実
行
委
員
が
企
画

し
た
競
技
を
心
か
ら
楽
し
ん
だ
。
学
科
同
士
の
対

抗
戦
は
意
地
と
意
地
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
最
後
ま

で
優
勝
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
白
熱
し
た
戦
い
と

な
っ
た
。

人
間
と
し
て
よ
り
一
層
の
成
長
を

こ
う
し
て
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
医
療
･

福
祉
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
ば
か
り
の
学
生
た
ち

で
あ
る
が
、
そ
の
方
面
の
知
識
の
蓄
積
だ
け
で
な

く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
も
大
変
成
長
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
一
つ
の
こ
と
を
成
就

す
る
た
め
に
は
、
必
ず
そ
の
た
め
の
準
備
が
必
要

で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
成
長
し
た
の
は
、
授
業
や

多
く
の
大
学
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
一
つ
の

こ
と
を
成
就
す
る
た
め
の
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
何
ご
と
も
段

取
り
上
手
に
な
る
こ
と
が
、
人
生
を
成
功
に
導
く

こ
と
を
知
恵
と
し
て
身
に
つ
け
て
く
れ
た
と
思
う
。

大
学
で
出
来
る
こ
と
は
、
自
ら
生
き
て
い
く
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
授

業
や
実
習
で
勉
学
し
、
大
学
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク

ル
な
ど
を
通
じ
て
人
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。
い
ず

れ
医
療
人
と
し
て
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く
学
生

た
ち
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
知
識
の
蓄
積
だ
け

で
な
く
、
人
間
と
し
て
厚
み
の
あ
る
成
長
を
と
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
小
田
原
の
教
職
員
す
べ
て

が
願
っ
て
い
る
。
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大
川
に
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が

開
設
さ
れ
て
二
年
に
な
り
ま
す
。
平
成
一
九
年

度
は
言
語
聴
覚
学
科
が
新
設
さ
れ
、
理
学
療
法

学
科
も
増
員
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
多
く
の
学
生

が
わ
れ
わ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
り
ま
す
。

二
年
が
経
過
し
て
、
開
設
当
初
に
見
受
け
ら
れ

た
学
生
の
緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
や

学
園
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
行
事
が
行
わ
れ

る
中
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
独
自
の
雰
囲
気
が
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
施
設
も
拡
充
さ
れ
、

学
生
の
勉
学
意
欲
や
大
学
生
活
へ
の
期
待
は
さ

ら
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

重
要
性
を
増
す
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

本
学
部
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
進
路

に
つ
い
て
明
確
な
目
標
を
持
ち
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
道
へ
進
む
と
い
う
目
的
の
実
現
の

た
め
入
学
し
て
き
た
学
生
が
多
く
を
占
め
ま
す
。

と
は
言
っ
て
も
入
学
時
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
の
認
識
も
自
己
の
将
来
に
つ
い

て
の
認
識
も
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
た
で
し
ょ
う

が
、
二
年
を
経
過
し
た
今
日
、
多
く
の
学
生
が

自
己
の
目
標
を
さ
ら
に
明
確
に
自
覚
し
な
が
ら

毎
日
の
講
義
や
演
習
に
臨
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

高
校
ま
で
の
教
育
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
専
門

的
な
学
問
を
少
し
ず
つ
経
験
す
る
中
で
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
こ
と
に
対
し
さ
ら
に

興
味
が
深
ま
り
、
ま
た
そ
の
熱
意
も
増
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
医
学
の
発
展
や
医
療
に
対
す
る

人
々
の
要
求
の
変
化
な
ど
今
日
の
医
療
の
現
状

を
見
る
と
、
チ
ー
ム
医
療
や
包
括
医
療
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
的
技
能
を
有
す
る
人
材
の

育
成
も
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
専
門

的
な
講
義
を
受
講
し
、
ま
た
自
主
的
な
研
究
活

動
を
通
じ
て
学
生
自
身
も
そ
の
認
識
を
確
か
め

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

医
療
に
関
し
て
多
面
的
な
見
識
を

深
め
て
ほ
し
い

言
う
ま
で
も
な
く
医
療
は
単
に
科
学
技
術
の

問
題
で
は
な
く
、
現
代
社
会
に
お
け
る
人
間
関

係
や
社
会
生
活
の
一
端
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
医
療
は
社
会
的
、
法
的
な
関
心
事
で
も
あ

り
、
医
療
制
度
や
医
療
費
保
障
制
度
、
あ
る
い

は
介
護
そ
の
他
の
保
険
福
祉
制
度
が
今
日
の
大

き
な
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
す
。
ま
た
医
療
過
誤
や
患
者
の
権
利
、

ひ
い
て
は
医
療
従
事
者
の
刑
事
責
任
が
追
及
さ

れ
る
事
件
な
ど
も
社
会
的
な
関
心
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
を
多
面
的
で
広
い
視
野
か
ら
、

ま
た
専
門
的
で
深
い
視
野
か
ら
見
つ
め
な
お
し

て
研
究
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
従
事

者
に
と
っ
て
是
非
必
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
自
身
は
社
会
法
を
研
究
す
る
法
学
者
と
し

て
、
医
療
に
関
す
る
法
制
度
と
そ
の
法
政
策
の

背
後
に
あ
る
現
代
人
の
倫
理
観
な
ど
を
、
講
義

を
通
じ
て
学
生
に
解
説
し
て
い
ま
す
。
学
生
に

と
っ
て
は
直
接
そ
の
専
門
性
に
関
わ
る
問
題
で

は
な
い
の
で
、
と
っ
つ
き
に
く
い
面
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、
わ
が
国
の
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の

あ
り
方
が
大
き
な
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
現
状
に
あ
っ
て
、
大
学
人
と
し
て
は
、
学
生

時
代
に
こ
そ
医
療
に
関
し
て
多
面
的
な
見
識
を

深
め
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
講
義

に
臨
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
学
生
が
、

大
学
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
研
究
す
る
こ

と
の
意
義
の
一
端
を
感
じ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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一
期
生
と
し
て
大
学
に
入
学
し
、
サ
ッ
カ
ー
部

を
創
り
、
自
分
達
が
創
っ
た
サ
ー
ク
ル
で
活
動
が

で
き
る
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
顧
問
の

大
庭
先
生
を
中
心
に
後
藤
先
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

支
え
が
あ
っ
て
初
め
て
、
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
部
員
が
少
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
は

少
し
物
足
り
な
い
。
し
か
し
逆
に
、
少
な
い
人
数
だ

か
ら
こ
そ
、
ま
と
ま
り
や
す
く
、
ま
た
仲
良
く
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
練
習
し
て
い
る
。

部
員
だ
け
で
行
う
練
習
に
加
え
、
現
在
は
、
自

由
参
加
で
大
川
の
社
会
人
チ
ー
ム
の

練
習
に
も
週
二
回
は
参
加
し
て
い

る
。
対
外
試
合
は
、
人
数
の
関
係
も

あ
り
、
一
一
人
制
の
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
は
今
の
と
こ
ろ
出
場
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
大
会

に
は
昨
年
は
二
度
出
場
し
た
。
惜
し

く
も
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
、
優
勝

ま
で
あ
と
一
歩
と
い
っ
た
ま
ず
ま
ず

の
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
福
岡
県
の
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
に
登
録
し
、
夏
か
ら
公
式
戦
が
始
ま

る
。
四
月
に
は
大
学
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で
き
、
新

入
部
員
の
入
部
で
練
習
に
も
ま
す
ま
す
活
気
が
出

る
だ
ろ
う
。

福
岡
県
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
の
目
標
は
、
九
州

大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
へ
の
二
部
昇
格
。
こ
れ

は
、
三
部
リ
ー
グ
で
あ
る
県
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に

参
加
す
る
上
で
の
最
初
の
目
標
で
あ
る
。
絶
対
に

不
可
能
な
目
標
で
は
な
い
し
、
努
力
次
第
で
は
初

年
度
に
達
成
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
思
う
。
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
来
年
度
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
、
台
風
の
目

と
な
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
誓
う
。

台
風
の
目
宣
言
！

理
学
療
法
学
科
三
年
　
サ
ッ
カ
ー
部
部
長

宮
闢
啓
文

下写真：授業中の柴田准教授

春からの新グラウンドでの練習に
夢が膨らむメンバー
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3s    s    s    s    s

大 川 キ ャ ン パ ス レ ポ ー ト
8s    s    s    s    s

学
部
開
設
二
年
を
迎
え
て

下写真：全員集合！（スポーツ大会にて）

准
教
授
　
柴
田
滋

第3回第8回

新年度はリーグでの
公式戦も実現！

一年を振り返って
理学療法学科長　黒澤和生

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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対
外
試
合
で
の
初
勝
利
が
部
員
全
員
の
目
標

バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
部
長
　
理
学
療
法
学
科
二
年
　

井
上
由
美
子
さ
ん

―
―
入
学
し
て
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
サ
ー
ク

ル
が
な
か
っ
た
小
田
原
保
健
医
療
学
部
に
バ
レ
ー
サ

ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

高
校
の
と
き
に
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た
わ

け
で
も
な
け
れ
ば
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
経
験
が
あ

っ
た
わ
け
で
も
な
い
ん
で
す
が
、
き
っ
か
け
と
言

え
ば
、
高
校
生
の
と
き
、
体
育
で
隣
の
コ
ー
ト
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、「
や
っ

て
み
た
い
！
」
と
感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
―
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
部
員
は
男
女
合
わ
せ
て
四
三
名
。
週
一

回
、
体
育
館
で
練
習
を
や
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
一
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
大
変
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

夏
の
合
宿
で
す
ね
。
練
習
自
体
は
大
学
の
体
育

館
を
使
用
し
た
の
で
す
が
、
宿
泊
施
設
と
し
て
小

田
原
競
輪
の
宿
舎
を
借
り
て
、
二
泊
三
日
の
夏
合

宿
。
宿
舎
の
手
配
や
日
程
の
調
整
な
ど
、
準
備
が

大
変
で
し
た
。
ま
た
、
大
学
祭
（
潮
風
祭
）
で
目

白
大
学
と
親
善
試
合
を
や
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
対

外
試
合
と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、

や
は
り
準
備
は
大
変
で
し
た
。
夏
合
宿
も
親
善
試
合

も
そ
う
で
す
が
、
一
つ
の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

た
め
に
は
、
実
施
の
た
め
の
調
整
を
細
か
く
や
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
一
年
間
の
サ

ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

ま
だ
対
外
試
合
で
勝
利
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

今
後
は
練
習
を
重
ね
、
待
望
の
「
初
勝
利
」
を
手

に
す
る
こ
と
が
部
員
全
員
の
目
標
で
す
。

―
―
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

三
月
二
二
日
に
北
里
大
学
と
合
同
練
習
・
練

習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
練
習
試
合
は
引
分
け
で

し
た
が
、
他
大
学
と
競
い
合
う
こ
と
で
今
後
の
活

動
の
た
め
に
も
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
に
は
新
入
生
を
迎
え
ま
す
。
新
入
生
の
部

員
を
募
り
、
サ
ー
ク
ル
一
丸
と
な
っ
て
強
い
チ
ー

ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
学
務
課
　
村
山
京
三
）

目白大学との親善試合



本
学
で
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

患
者
が
病
院
を
選
ぶ
時
代
に

本
年
の
四
月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
医
療
法
は
、
都

道
府
県
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
「
医
療
情
報
」
を

公
開
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
診
療
時

間
、
診
療
科
目
な
ど
の
基
本
情
報
に
加
え
、
専
門

医
の
配
置
数
、
病
気
ご
と
の
手
術
件
数
、
入
院
の

平
均
在
院
日
数
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
幅
広
い
情

報
が
公
開
さ
れ
、
患
者
が
医
療
機
関
の
質
を
調
べ

比
較
検
討
す
る
際
の
材
料
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
患
者
が
医
療
機
関
を
選
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
今
、
医
療
機
関
側
も
〝
選
ば
れ
る
医
療

機
関
〞
を
目
指
し
、
サ
ー
ビ
ス
や
経
営
を
見
直
し

て
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
求

め
ら
れ
る
の
が
、
病
院
内
の
情
報
を
う
ま
く
管
理
・

運
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
経
営
戦
略
に
役
立
て

て
い
く
「
情
報
管
理
者
」
の
存
在
で
す
。

蓄
積
さ
れ
た
情
報
を
活
用
で
き
る
か

病
院
の
経
営
に
、
情
報
技
術
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
病
院
経
営
学
は
制
度

や
経
営
理
論
に
終
始
す
る
も
の
が
多
く
、〝
病
院
経

営
に
情
報
を
活
用
す
る
〞
と
い
う
視
点
が
欠
け
て

い
ま
し
た
。

「
一
定
規
模
の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
Ｉ
Ｔ
化
が
進

み
、
レ
セ
プ
ト
を
は
じ
め
、
そ
の
医
療
機
関
で
ど

ん
な
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ

れ
ま
で
は
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
経
営
や
医
療
の

質
の
向
上
に
う
ま
く
活
用
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
」（
外
山
比
南
子
先
生
）

医
療
機
関
の
情
報
を
管
理
・
活
用
で
き
る
人
材

の
育
成
は
国
の
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
校
で

講
座
を
開
設
す
る
に
い
た
っ
た
い
き
さ
つ
を
、
長

谷
川
高
志
先
生
は
こ
う
話
し
ま
す
。

「
本
講
座
は
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
平
成
一
六
年

度
先
導
的
分
野
戦
略
的
情
報
化
推
進
事
業
の
中
か

ら
『
医
療
情
報
管
理
者
育
成
の
た
め
の
モ
デ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
』
の
委
託
を
本
校
が
受
け
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
開
原
成
允
大

学
院
院
長
、
外
山
比
南
子
教
授
、
高
橋
泰
教
授
、
阿

曽
沼
元
博
教
授
、
外
部
か
ら
は
東
京
大
学
の
大
江

和
彦
教
授
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
の
岡
田
美
穂
子

教
授
な
ど
、
日
本
の
医
療
情
報
学
の
最
高
権
威
が

集
結
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
か
ら
テ
キ
ス

ト
の
執
筆
、
講
座
の
運
営
ま
で
を
行
い
、
現
在
の

講
座
の
基
礎
を
作
り
ま
し
た
」

平
成
一
七
年
四
月
開
講
以
来
、
現
在
ま
で
に
外

部
で
の
出
張
講
座
を
含
め
計
五
期
を
実
施
し
、
各

期
約
二
〇
人
が
受
講
、
こ
れ
ま
で
に
一
〇
〇
名
弱

の
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
活
用
と
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

本
講
座
で
は
、
実
例
の
病
院
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
交

渉
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
た
授
業
展
開
で
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
以
下
の
よ
う
な
事
例
が

受
講
生
に
提
示
さ
れ
ま
す
（
教
材
よ
り
一
部
変
更

し
て
抜
粋
）。

受
講
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
経
営
改
善
策

（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
考
え
ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実

現
に
〝
交
渉
〞
が
必
要
な
場
合
（
例
え
ば
「
借
り

入
れ
」（
銀
行
と
交
渉
）、「
人
員
削
減
」（
職
員
と

交
渉
）、「
医
師
増
員
」（
医
局
と
交
渉
）
な
ど
）
は
、

教
員
が
そ
の
交
渉
相
手
役
と
な
り
模
擬
ネ
ゴ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
受
講
者
は
交
渉
で
合
意
が

得
ら
れ
た
条
件
を
ア
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
提
出
し
、

教
員
は
そ
れ
ら
の
条
件
を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
投
入
、

ア
ク
シ
ョ
ン
後
の
患
者
数
や
財
政
状
況
な
ど
を
計

算
し
て
返
却
し
ま
す
。
そ
し
て
再
び
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
に
基
づ
い
て
新
た
な
経
営
改
善
策

を
練
っ
て
い
き
ま
す
。

200X年１月、あなたはＹ病院の病院長に任命され
た。あなたはこの病院の経営危機を救うことを期待さ
れ、そのためのすべての権限が与えられている。
この病院はある政令都市の中心から20km離れたと
ころにある360床（一般300床／精神60床）の民間
病院で、私鉄の駅から歩いて10分程度。近くに古い
団地があり昔は若い人が多く住んでいたが、今は高齢
者が多い。６km離れたところにある公的病院が１年
前に建て替えし、電子カルテを入れたらしく、患者の
待ち時間も短くなり評判がいい……（以下略）。

※実例と共に、過去１年の患者数、損益計算書、キャッシュフロ
ー計算書などの基本データも月別に与えられます。

「
基
本
デ
ー
タ
以
外
に
も
、
必
要
な
情
報
が
あ
れ

ば
受
講
者
自
身
が
診
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出

し
ま
す
。
講
座
の
前
半
で
診
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

利
用
法
に
つ
い
て
実
習
し
て
い
ま
す
し
、
ど
ん
な

情
報
が
必
要
か
を
自
分
で
考
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
現
実
の
問
題
に
近
い
実

例
や
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
単
に
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
だ
け
で
は
ゲ
ー
ム
感
覚
に

陥
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
本
講
座
で

は
、
生
身
の
人
間
と
交
渉
す
る
〝
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
〞
の
過
程
を
重
視
し
て
い
ま
す
」（
外
山
先
生
）

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
進

化
を
続
け
る
本
講
座
。
外
部
へ
の
出
張
講
座
を
行
う

な
ど
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
現
在
の
講
座
は
、
前
述
の
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と

も
呼
べ
る
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が
教
材
の
開
発
か
ら

指
導
ま
で
す
べ
て
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
第
二
・
第
三
の
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
と
な
る

指
導
者
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
す
。
指
導
者
を
育
成
し
、
こ
の
講
座
を
さ

ら
に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
長
谷
川
先
生
）

（
構
成
・
出
版
広
報
室
　
今
村
美
香
）
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三
月
五
日
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
主
催
に

よ
る
高
木
邦
格
理
事
長
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
協
会
は
、
本
学
の
水
巻
中
正
教
授
、
大
熊

由
紀
子
教
授
が
幹
事
を
務
め
ら
れ
、
医
療
に
関

す
る
報
道
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

「
医
療
の
現
場
か
ら
医
療
を
考
え
る
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
日
本
の
医
療
の
現
状
、

診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
よ
る
影
響
な
ど
の

ほ
か
、
当
グ
ル
ー
プ
の
病
院
経
営
に
ま
で
及
ぶ

内
容
と
な
っ
た
。
深
刻
化
す
る
医
師
・
看
護
師

不
足
問
題
、
地
域
医
療
計
画
に
お
け
る
問
題
点
、

医
療
法
人
制
度
な
ど
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
、
約

一
〇
〇
名
の
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
達
が
高
木

理
事
長
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。

（
東
京
事
務
所
出
版
広
報
室
）

高
木
理
事
長
が

医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
で
講
演

二
月
二
一
日
（
水
）、
本
校
の
那
須
ア
ス
リ
ー

ナ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
ー
ブ
」
に
、
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
の
岡
崎
真
雄
名
誉
会

長
と
須
藤
秀
一
郎
代
表
取
締
役
会
長
を
お
招
き

し
、
谷
学
長
は
じ
め
各
学
科
長
お
よ
び
同
社
か

ら
奨
学
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
奨
学
生
二
三

名
と
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害

保
険
株
式
会
社
が
同
社
の
創
立
百
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
保
健
･
医
療
･
福
祉
の
分

野
に
有
為
な
専
門
職
の
育
成
を
め
ざ
す
本
学
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
設
立
し
た
も
の
で
、
平
成
九

年
に
始
ま
っ
て
以
来
こ
れ
ま
で
に
八
一
名
の
学

生
が
選
ば
れ
、
現
在
は
二
八
名
の
学
生
が
奨
学

金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
。

谷
学
長
の

歓
迎
の
挨
拶

に
続
き
、
岡

崎
名
誉
会
長

か
ら
、「
大

学
で
学
ん
だ

事
を
十
分
に

活
か
し
、
医

療
･
福
祉
の

面
だ
け
で
な

く
、
患
者
様

の
心
の
痛
み

を
汲
ん
だ
社

会
貢
献
が
出

来
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
ご

ニ
ッ
セ
イ
同
和
・
岡
崎
名
誉
会
長
、

須
藤
会
長
と
奨
学
生
と
の

懇
親
会
を
開
催

挨
拶
が
あ
り
、
各
奨
学
生
か
ら
は
、
学
校
生
活

や
私
生
活
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

今
年
卒
業
す
る
四
年
生
九
名
は
「
卒
業
後
は
本

制
度
の
趣
旨
に
反
し
な
い
よ
う
、
保
健
･
医

療
･
福
祉
の
現
場
で
社
会
貢
献
す
る
こ
と
が
恩

返
し
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
」
と
、
感
謝

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生

が
民
族
衣
装
で
お
迎
え
し
、
和
や
か
な
中
に
も

華
や
か
な
懇
親
会
で
あ
っ
た
。（
本
校
学
生
課
）

当
グ
ル
ー
プ
で
は
臨
床
研
修
事
業
の
一
環
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
の
指
針
に
則
っ
た
「
指
導

医
講
習
会
」
を
開
催
し
、
指
導
医
の
養
成
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
九
月
に

東
京
地
区
で
実
施
さ
れ
た
第
一
回
に
続
き
、
九

州
地
区
を
対
象
と
し
た
第
二
回
の
指
導
医
養
成

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
月
一
一
〜
一
二
日
、
本
学
福
岡
県
大
川
キ

第
二
回
初
期
臨
床
研
修
指
導
医

養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
高
木
病
院
、
柳
川
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
等
の
グ
ル
ー
プ
関
連
施

設
の
ほ
か
、
外
部
公
募
に
よ
り
申
込
の
あ
っ
た

福
岡
県
内
の
研
修
病
院
な
ど
か
ら
、
研
修
医
の

指
導
に
携
わ
る
医
師
二
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
作

業
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
い
っ
た
手
法
を
通
し
て
、

指
導
に
必
要
と
さ
れ
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
や
指
導
医
の
役
割
、
心
の
ケ
ア
な
ど
を
学
び

ま
す
。
二
日
間
で
一
六
時
間
と
ハ
ー
ド
な
も
の

で
す
が
、
終
了
後
に
は
数
多
く
の
参
加
者
か
ら

「
価
値
あ
る
講
習
会
だ
っ
た
」「
習
得
し
た
こ
と

を
今
後
の
指
導
に
取
り
入
れ
た
い
」
等
の
声
が

聞
か
れ
、
病
院
の
垣
根
を
越
え
た
参
加
者
同
士

の
懇
親
も
図
ら
れ
る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
指
導
医
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定

期
的
に
開
催
し
、
周
辺
地
域
の
臨
床
研
修
体
制

充
実
と
質
の
向
上
に
お
役
立
て
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
中
央
臨
床
研
修
委
員
会
事
務
局
）
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T
o

p
ic

s

ト
ピッ
ク
ス

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

病
院
情
報
管
理
者
の
育
成

外
山
比
南
子
教
授
・
長
谷
川
高
志
准
教
授

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
）

第
二
回

研
究
最
前
線

教室には専用の電子カルテサーバ、
データウェアハウスサーバ、受講
生一人に一台ずつの電子カルテ端
末が備わっている。

▲交渉時には教員が
「銀行融資担当」「コン
ピュータメーカ」「病
院職員」などの交渉役
を務める。

s板書からも実例に即
した講座内容であるこ
とがうかがえる。

高木理事長の講演風景

前列右から５番目より、谷学長、須藤会長、岡崎名誉会長、開原大学院
院長、佐々木前副学長。

講習会でのロールプレイ

ワークショップ参加者の記念撮影



懇
親
会
で
は
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
な

か
、
お
互
い
に
貴
重
な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

出
席
者
か
ら
は
「
他
施
設
の
視
能
訓
練
士
同

士
で
臨
地
実
習
に
関
し
て
話
す
機
会
を
も
つ
こ

と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
」
と
の
ご
意

見
も
い
た
だ
い
た
。

皆
さ
ま
の
お
陰
で
成
功
裡
に
会
議
を
終
了
で

き
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
視
機
能
療
法
学
科
講
師
　
三
柴
恵
美
子
）

国
家
試
験
を
三
日
後
に
控
え
た
二
月
一
四
日
、

言
語
聴
覚
学
科
毎
年
恒
例
の
国
家
試
験
壮
行
会

が
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
藤
田
郁
代
学
科
長
よ
り
国
家
試
験

目
前
の
過
ご
し
方
、
試
験
当
日
の
注
意
な
ど
熱

の
こ
も
っ
た
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
続
い
て
東

言
語
聴
覚
学
科

国
家
試
験
壮
行
会
を
開
催

京
･
湯
島
天
神
の
「
合
格
祈
願
鉛
筆
」
が
配
ら

れ
た
。
全
員
合
格
を
願
い
、
ゲ
ン
を
担
い
だ
ド
ー

ナ
ツ
と
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
ご
と
に
教
員
と
学
生
が
歓
談
し
、
国
家
試
験
に

向
け
て
英
気
を
養
っ
た
。
最
後
に
は
全
員
立
ち
上

が
り
「
合
格
す
る
ぞ
、
オ
ー
！
」
と
拳
を
振
り
あ

げ
、
心
を
一
つ
に
全
員
合
格
を
誓
っ
た
。

国
家
試
験
が
間
近
に
な
り
緊
張
す
る
学
生
が
多

い
な
か
、
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
、
先
生
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
握
手
と
と
も
に
学
科
長
か
ら

個
別
に
激
励
さ
れ
、
学
生
同
士
で
励
ま
し
の
言
葉

を
交
わ
す
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
気

分
転
換
に
も
な
り
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
う
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
教
　
谷
合
信
一
）

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
新
校
舎
二

棟
が
二
月
末
に
竣
工
し
た
。
新
た
に
建
設
さ
れ
た

の
は
Ｂ
棟
と
Ｃ
棟
の
二
棟
で
、
四
月
に
定
員
四
〇

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

の
新
校
舎
が
竣
工

｢合格するぞ、オー！｣

名
で
開
設
さ
れ
る
言
語
聴
覚
学
科
、
お
よ
び
同
じ

く
四
月
か
ら
定
員
が
八
〇
名
に
増
員
さ
れ
る
理
学

療
法
学
科
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

新
年
度
か
ら
は
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
、

言
語
聴
覚
の
三
学
科
を
擁
す
る
、
九
州
初
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
私
立
大
学
と
し
て
、

学
部
名
称
を
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

と
改
め
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
。

四
階
建
て
の
Ｂ
棟
に
は
、
主
に
言
語
聴
覚
学

科
関
連
の
実
習
室
や
大
小
の
一
般
講
義
室
が
整

備
さ
れ
た
。
理
学
療
法
、
作
業
療
法
の
両
学
科

も
、
一
、
二
年
生
の
間
は
、
こ
の
新
棟
で
の
授

業
が
中
心
に
な
る
。
ま
た
一
階
に
は
、
新
た
に

学
生
食
堂
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

隣
接
す
る
Ｃ
棟
に
は
、
三
五
〇
名
が
収
容
で

き
る
階
段
式
大
講
義
室
が
完
成
。
福
岡
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
に
と
っ
て
は
、
収
容
人
数

最
大
の
講
義
室
と
な
る
。
こ
こ
は
、
市
民
公
開

講
座
な
ど
、
地
域
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
既
存
の
Ａ
棟
と
は

屋
根
つ
き
の
回
廊
で
結
ば
れ
る
。

同
時
に
整
備
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ス

ポ
ー
ツ
系
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
場
と
な
り
そ
う

だ
。
グ
ル
ー
プ
の
専
門
学
校
と
福
岡
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と
の
四
校
合
同
運
動
会
が
、
こ

の
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
五
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
。（

九
州
広
報
　
原
田
ち
は
る
）
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三
月
五
日
の
一
般
入
試
後
期
日
程
最
終
日
を

も
っ
て
、
本
学
の
二
〇
〇
七
年
度
入
学
試
験
が

全
て
終
了
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
入
試
は
、
一
般
入
試
地
方
試

験
場
の
拡
充
、
一
部
学
科
に
お
け
る
高
校
推
薦

入
試
で
の
指
定
校
制
導
入
や
選
抜
方
法
の
変
更

な
ど
、
受
験
生
に
と
っ
て
は
よ
り
受
験
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
の
入
試
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
い
よ
い
よ
「
大
学
全
入
（
大
学
の
入

学
定
員
総
数
と
志
願
者
数
が
同
じ
に
な
る
）
時

代
」
幕
開
け
の
年
を
迎
え
、
本
学
で
も
昨
年
が

高
倍
率
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
隔

年
現
象
の
影
響
や
、
他
大
学
に
お
け
る
類
似
学

科
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
影
響
等
も
受
け
、
志
願
者

数
は
七
三
四
二
名
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

医
療
福
祉
分
野
で
の
活
躍
を
夢
見
る
多
く
の

二
〇
〇
七
年
度
入
試
が
終
了

志
願
者
の
中
か
ら
、
見
事
に
合
格
を
勝
ち
取
ら

れ
た
受
験
生
に
と
っ
て
は
、
晴
れ
て
本
学
で
の

新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
受
験
勉
強
で
培
っ

た
知
識
や
必
死
で
努
力
し
た
経
験
を
も
と
に
、

将
来
の
医
療
福
祉
分
野
を
担
っ
て
い
く
、
優
秀

な
医
療
福
祉
専
門
職
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

年
々
少
子
化
が
進
み
、
学
生
募
集
活
動
は
ま

す
ま
す
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
が
、
他
大
学
と

の
差
別
化
を
図
り
つ
つ
、
教
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
新
た
な
気
持
ち
で
次
年
度
の
学
生
募
集
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
入
試
課
）

二
月
二
二
日
、
視
機
能
療
法
学
科
の
第
三
回

臨
地
実
習
指
導
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回

の
会
議
は
、
大
田
原
本
校
と
乃
木
坂
会
場
の
サ

テ
ラ
イ
ト
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
、
関
連
施
設

も
含
め
四
一
実
習
施
設
中
一
四
施
設
、
一
六
名

の
実
習
指
導
者
が
出
席
さ
れ
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
日
本
大
学
医
学
部
附
属

板
橋
病
院
の
福
山
千
代
美
氏
よ
り
、
臨
地
実
習

受
け
入
れ
施
設
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
に
つ
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
臨
地
実

習
を
受
け
る
側
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提
起

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
を
受
け
て
、
意
見
交

換
会
や
そ
の
後
の
懇
親
会
で
活
発
な
討
論
が
展

開
さ
れ
た
。

「
ま
だ
視
能
訓
練
士
免
許
を
取
得
し
て
い
な
い

学
生
に
点
眼
実
習
を
す
る
場
合
、
ど
う
し
て
い

る
の
か
」
な
ど
、
実
習
を
受
け
る
側
が
日
頃
感

じ
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
っ
た
。

視
機
能
療
法
学
科

臨
地
実
習
指
導
者
会
議
を
開
催

12

臨地実習指導者会議

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
か
ざ
は
な
」

二
〇
〇
六
年
度
代
表
･
薬
学
部
三
年

齋
藤
徹

「
か
ざ
は
な
」
は
、
国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
、
な
す
療
育

園
、
那
須
療
護
園
、
那
須
デ
イ
セ
ン
タ
ー
と
、
お

お
た
わ
ら
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
、

お
お
た
わ
ら
マ
ロ
ニ
エ
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
お

お
た
わ
ら
マ
ロ
ニ
エ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
お
お
た
わ

ら
マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ム
の
計
六
つ
の
施
設
で
、
身
体

障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
認
知

症
、
重
症
心
身
障
害
児
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
通
所
者
な
ど
、
幅
広

い
領
域
の
利
用
者
さ
ん
を
対
象

に
活
動
し
て
い
る
。

各
施
設
が
大
学
構
内
に
あ
る

た
め
移
動
の
時
間
が
か
か
ら
ず
、

自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
活
動

で
き
、
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
、
音
楽

ボ
ラ
、
飾
り
付
け
ボ
ラ
、
リ
ハ

ビ
リ
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
、
絵
本
･

詩
集
作
り
ボ
ラ
、
喫
茶
ボ
ラ
、

洗
濯
物
整
理
ボ
ラ
、
外
出
ボ
ラ

な
ど
、
一
六
あ
る
活
動
グ
ル
ー

プ
の
中
か
ら
、
自
分
に
合
っ
た

活
動
が
見
つ
け
ら
れ
る
。
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
施
設
側
と
の
打
ち

合
せ
は
頻
繁
に
行
い
、
月
に
一

回
、
部
員
全
員
参
加
に
よ
る
定
例
会
を
開
く
。
定

例
会
で
は
、
活
動
報
告
を
す
る
ほ
か
、
顧
問
･
副

顧
問
の
先
生
や
施
設
職
員
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
か
ら
貴
重
な
お
話
を
聞

か
せ
て
頂
く
。
さ
ら
に
、
車
椅
子
講
習
会
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
、
リ
ネ
ン
講
習
会
な
ど
に

参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
知
識
･
技
能

を
高
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
二
〇
〇
名
近
い

登
録
者
が
お
り
、
将
来
に
繋
が
る
仲
間
が
で
き
る

こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は

「
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
で
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
が
で
き
る
」

こ
と
。
こ
れ
は
、
医
療
福
祉
系
の
学
生
で
あ
る
こ

と
、
長
年
の
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と
、
施
設
側
と

の
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
た
め
、
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
「
施
設
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、
専
従
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い

る
」
こ
と
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
施
設
側
と
、

ボ
ラ
の
受
け
入
れ
や
活
動
に
関
し
て
綿
密
な
調
整

を
は
か
る
な
ど
、
学
生
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

問
題
に
対
処
し
て
く
だ
さ

る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
。
顧

問
･
副
顧
問
の
先
生
、
職
員

さ
ん
か
ら
の
後
方
支
援
も
あ

り
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
。か

ざ
は
な
は
年
間
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
参
加
し
て
い
る
。

大
学
の
コ
ー
ラ
ス
、
ア
カ
ペ

ラ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
箏
曲
な

ど
の
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
や
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
系
サ
ー
ク

ル
と
幅
広
い
交
流
が
あ
り
、

そ
の
縁
か
ら
時
折
施
設
で
演

奏
し
て
も
ら
う
。
施
設
の
夏

祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

に
は
お
手
伝
い
と
し
て
参
加
し
、
楽
し
い
時
間
を

一
緒
に
す
ご
す
。
学
園
祭
に
は
、
利
用
者
さ
ん
や

職
員
さ
ん
と
一
緒
に
構
内
の
模
擬
店
を
回
る
「
満

喫
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
、
学
園
祭
を
楽
し
む
。

こ
れ
ら
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
度

に
財
団
法
人
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
表

彰
と
助
成
金
を
受
け
た
。
今
後
も
、
か
ざ
は
な
は

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
き
た
い
、

と
考
え
て
い
る
。

車
椅
子
講
習
会
に
参
加

サークル
紹
介

学部 定員 志願者数（ ）は昨年度

保健医療学部 480名 3125名（4274名）

医療福祉学部 240名 491名（754名）

薬学部 180名 611名（1041名）

小田原保健医療学部 130名 2369名（1958名）

福岡リハビリテーション
学部 160名 746名（825名）

合計 1190名 7342名（8852名）

●2007年度入試　学部別志願者数

写
真
上：
正
面
よ
り
見
た
新
校
舎

写
真
下：

新
校
舎
（
中
央
左
）
と
そ
の
正
面
か
ら
横
手
に
か

け
て
広
が
る
新
グ
ラ
ウ
ン
ド



医
療
法
人
財
団
順
和
会
に
よ
る
「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
青
山
」（
認
知
症
対
応
型
高
齢
者
共
同
生

活
介
護
施
設
）
が
、
四
月
に
地
下
鉄
の
青
山
一

丁
目
駅
ほ
ど
近
く
（
徒
歩
三
分
）
に
開
設
さ
れ

た
（
東
京
都
港
区
）。

本
学
大
学
院
の
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
や
区
立
図
書
館
、
都
営
の
賃
貸
住
宅
や
商
業

施
設
が
一
体
と
な
っ
た
複
合
施
設
「
青
山
一
丁

目
ス
ク
エ
ア
」（
四
七
階
と
一
四
階
の
二
棟
）
の

低
層
棟
（
Ｓ
棟
）
二
階
部
分
に
位
置
す
る
。
都

心
に
立
地
す
る
特
徴
を
活
か
す
と
と
も
に
、
入

居
対
象
者
を
港
区
民
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
住

み
慣
れ
た
環
境
の
中
で
健
康
的
な
都
市
生
活
を

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
青
山
」
が

オ
ー
プ
ン

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
、
地
域

密
着
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
あ
る
。

医
療
面
で
は
、
至
近
距
離
に
位
置
す
る
山
王

病
院
と
、
同
じ
港
区
内
に
あ
る
国
際
医
療
福
祉

大
学
三
田
病
院
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
っ

て
い
る
の
で
、
ご
入
居
者
に
は
、
安
心
し
て
生

活
し
て
い
た
だ
け
る
。

二
十
一
世
紀
型
の
新
し
い
介
護
施
設
の
モ
デ

ル
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
出
版
広
報
室
）
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大
学
院
で
は
、
東
京
を
は
じ
め
、
全
国
各
地

に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
、
社
会

人
が
学
び
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。
東
京

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
東
京
Ｓ
Ｃ
）

は
、
こ
れ
ま
で
乃
木
坂
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置

し
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
、
地
下
鉄
の
青
山
一

丁
目
駅
前
に
建
設
さ
れ
た
「
青
山
一
丁
目
タ
ワ

ー
」
四
・
五
階
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
青

山
一
丁
目
タ
ワ
ー
は
、「
南
青
山
一
丁
目
団
地
建

替
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
誕
生
し
た
複
合
施
設
「
青

山
一
丁
目
ス
ク
エ
ア
」
を
構
成
す
る
二
棟
の
ビ

ル
（
四
六
階
建
て
の
Ｎ
棟
、
一
四
階
建
て
の
Ｓ

棟
）
の
一
つ
（
Ｎ
棟
）
で
、
本
学
大
学
院
東
京

Ｓ
Ｃ
お
よ
び
賃
貸
集
合
住
宅
、
港
区
立
図
書
館
、

商
業
施
設
が
入
る
。
Ｓ
棟
に
は
、
都
営
住
宅
、
港

区
立
保
育
園
お
よ
び
本
学
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
医

療
法
人
財
団
順
和
会
に
よ
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
青
山
」（
次
頁
参
照
）
が
設
置
さ
れ
る
。

三
月
一
五
日
に
無
事
竣
工
式
を
執
り
行
い
、

四
月
か
ら
大
学
院
教
育
は
全
面
的
に
青
山
に
移

行
す
る
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
大
学
院
教
育
は
も
ち
ろ

大
学
院
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
が
青
山
一
丁
目
に
移
転

ん
の
こ
と
、「
医
療
福
祉
生
涯
教
育
の
拠
点
」
と

し
て
、
医
療
福
祉
専
門
職
の
方
や
地
域
の
皆
様

の
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
セ
ン
タ
ー

的
な
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
よ
り
一
層
環
境
の

充
実
に
努
め
た
い
。

※
新
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
所
在
地：

港
区
南
青
山

一
―
三
―
三
　
青
山
一
丁
目
タ
ワ
ー
４
・
５

Ｆ
　
地
下
鉄
銀
座
線
・
半
蔵
門
線
・
都
営
大

江
戸
線
「
青
山
一
丁
目
」
駅
徒
歩
一
分

大
学
院
で
は
、
授
業
の
一
部
を
公
開
講
座
「
乃

木
坂
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
開
講
し
て
い
る
。
医

療
･
福
祉
に
関
す
る
多
彩
な
講
座
が
開
講
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
一
五
〇
〇
名
を
超
え
る

方
に
受
講
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
著
名
な
ゲ
ス
ト
講
師
を
お
招
き
し
、

関
心
の
高
い
多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
大
学
院
生
に
と
っ
て
も
、
熱

心
な
一
般
受
講
者
の
方
と
机
を
並
べ
て
学
習
す

る
こ
と
は
、
大
変
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。

乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
は
二
〇
〇
七
年
度
も
下
表
の

通
り
講
座
の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。
本
学
大

学
院
生
は
ほ
と
ん
ど
の
講
義
が
無
料
で
、
卒
業

生
・
修
了
生
お
よ
び
教
職
員
は
半
額
以
下
で
受

講
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
自
己
研
鑽
の
一

環
と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
一
九
年
度
よ
り
大
学
院
修
士
課
程
に
臨

大
学
院
に
臨
床
心
理
学
専
攻
開
設

乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
二
〇
〇
七
年
度

前
期
開
講
の
ご
案
内

床
心
理
学
専
攻
が
開
設
さ
れ
た
。
一
学
年
一
五

名
の
定
員
で
、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
教
育
・

実
習
を
行
う
。

教
員
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
安
島
智
子
（
あ
じ
ま
・

と
も
こ
）
専
攻
主
任
を
は
じ
め
、
キ
ャ
リ
ア
豊

富
な
多
数
の
先
生
方
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
実
際
に
心
理
相
談
を
行
う
心
理
相
談
室

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
設
備
の
準
備
も
無
事
整

い
、
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
の
利

点
を
最
大
限
に
活
か
し
た
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
臨
床
心
理
士
を
養
成
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。（大

学
院
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
　
大
澤
倫
子
）
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青山一丁目スクエアＳ棟。この二
階部分に開設された。

講座名 コーディネーター 開講曜日・時間 受講料

★01 逆風に打ち勝つ経営のヒントを先進経営者に訊く 高橋泰 月18：30～20：30
￥36,000（前半・後半
のみの受講も可。その場
合各20,000円。）

★02 医療情報システム概論 開原成允 火18：00～19：30 ¥36,000

★03 介護予防・認知症を治すケアのための講座 竹内孝仁 水18：30～21：00 ¥36,000

★04
創薬育薬医療チームにおける
CRCの役割 中野重行 水18：30～20：00 3コース各￥15,000

全回受講￥36,000

05 病院のIT化と経営戦略への応用 開原成允他 水18：30～20：30 ¥50,000

★06 住環境整備の手法を探る 野村歓 木18：30～20：30 ¥36,000

★07「変革期の医療･福祉」への処方箋
水巻中正
丸木一成 金18：30～21：10 ¥36,000

★08 治験モニター【CRA】業務の実際と留意事項① 野口隆志 金18：30～20：00 ¥36,000

09 診療情報管理講座初級・中級A 鳥羽克子 月1回・土　
13：00～17：50 ¥36,000

10 実践のための対人援助技術 相原和子 月1回・土　
17：00～19：30 ¥60,000

11 スーパーヴィジョン実践力　養成講座 相原和子 月1回・土
17：00～19：30

¥60,000

12 英語で学ぶソーシャルワーク 相原和子
南井紀子

月2回・金　
18：00～20：00 ¥36,000

青山1丁目タワー

※★のついた講座は、遠隔授業で行いますので、東京・大田原・小田原・福岡・大川で受講可能。
※卒業生・修了生・教職員は、36,000円の講座を15,000円で受講できます（その他についてはお問い合わせください）。

視
機
能
療
法
学
科
教
授

小
原
喜
隆

「
死
」
は
誰
も
が
経
験
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ざ

直
面
す
る
と
、
恐
怖
を
感
じ
て
、
自
分
の
人
生
を
冷
静

に
分
析
し
、
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

元
気
で
あ
っ
た
頃
の
モ
リ
ー
教
授
は
当
時
過
激
派
学

生
の
大
勢
い
た
大
学
を
解
放
し
、
学
生
に
対
す
る
教
育

に
お
い
て
講
義
よ
り
も
討
論
を
、
理
論
よ
り
も
実
地
の

経
験
を
重
視
し
て
学
生
達
自
身
の
存
在
価
値
を
感
じ
取

ら
せ
る
こ
と
で
学
生
の
抗
議
の
調
停
役
を
務
め
た
。
彼

の
授
業
は
職
業
技
術
よ
り
も
人
格
形
成
を
重
く
見
て
い

た
。
社
会
に
適
応
で
き
る
人
間
形
成
を
行
う
彼
の
行
動

は
高
い
評
価
を
受
け
た
。

七
〇
歳
代
に
な
っ
て
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
）
と
の
診
断
を
受
け
、
余
命
二
年
と
み
ら
れ
た
彼
は
、

学
生
へ
の
講
義
を
自
宅
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
毎
週
火
曜

日
に
行
っ
た
。
ベ
ッ
ド
の
上
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
彼
は
「
人
生
を
こ
う
と
思
っ
た
と
お
り
に
生
き
よ

う
（
生
き
て
み
よ
う
）」
と
決
め
た
。
人
生
に
手
遅
れ
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
講
義
の
テ
ー
マ
は
人
生
の
「
意
味
」

に
つ
い
て
。
世
界
を
語
る
、
自
分
を
哀
れ
む
こ
と
、
後

悔
、
死
、
家
族
、
感
情
、
老
い
の
恐
怖
、
愛
は
続
く
、
許

し
に
つ
い
て
―
―
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
講
義
が
な
さ
れ
た
。

学
生
は
彼
の
体
調
に
合
わ
せ
て
頭
を
持
ち
上
げ
た
り
し

て
世
話
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

彼
は
死
を
宣
告
さ
れ
た
が
、
自
然
の
こ
と
と
受
け
止

め
た
。
わ
れ
わ
れ
は
死
を
免
れ
な
い
こ
と
を
頭
で
は
理

解
し
な
が
ら
、
通
常
は
あ
た
か
も
死
ぬ
こ
と
が
な
い
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
お
互
い
に
愛
し
合
え
る
か

ぎ
り
、
死
ん
で
も
愛
は
す
べ
て
残
り
、
思
い
出
は
生
き

続
け
る
。

死
の
床
で
行
わ
れ
る
授
業
に
教
科
書
は
な
い
。
読
ん

だ
後
で
心
が
穏
や
か
に
な
る
本
で
あ
る
。

の
おすすめ
本

私 第4回
モ
リ
ー
先
生
と
の
火
曜
日

ミ
ッ
チ
･
ア
ル
ボ
ム
著
（
別
宮
貞
徳
訳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
九
九
八
円
（
普
及
版
二
〇
〇
四
年
）

①外科・消化器センター／教授
②1959年6月20日
③東京医科大学医学部医学科卒
④消化器、肝臓、なかでも肝腫瘍の診断と治療
⑤東京医科大学病院消化器内科講師
⑥内科学、消化器病学
⑦肝腫瘍の血流（血行）動態、癌治療とDrug deliv-

ery system

⑧日本消化器病学会関東支部評議員、東京医科大学兼
任講師、日本消化器病学会専門医、日本医師会認定
産業医、日本内視鏡学会専門医・指導医、日本内科
学会認定医

■
三
田
病
院

堀部俊哉（ほりべ・としや）

①放射線科／教授
②1950年6月22日
③京都大学医学部医学科卒
④放射線医学、核医学
⑤独立行政法人放射線医学総合研究所特別上席研究員
⑥放射線医学、核医学
⑦がんの画像診断技術の開発、融合画像技術による治
療支援システムの開発、核医学診断・治療技術の臨
床応用開発
⑧日本核医学会評議員、日本磁気共鳴医学会代議員、
中国浙江大学医学院第二病院客員教授、中国山西医
科大学第一臨床病院客員教授、放射線医学総合研究
所客員協力研究員、医学博士

■
三
田
病
院

棚田修二（たなだ・しゅうじ）

①病理部／教授
②1960年8月2日
③千葉大学大学院医学研究科修了
④外科病理学、細胞診断学
⑤帝京大学医学部附属溝口病院臨床病理部講師
⑥病理学
⑦ヒトパピローマウイルス感染の発がんリスク評価、
ウイルス発がん、ニューロトロフィックファクター
と腫瘍細胞分化
⑧日本病理学会学術評議員・病理専門医・病理研修指
導医、日本臨床細胞学会評議員・細胞診指導医、日
本臨床検査医学会評議員・臨床検査専門医・臨床検
査管理医、オートプシー・イメージング学会理事、
Member of  International Academy of Pathology

■
三
田
病
院

田島康夫（たじま・やすお）

新規着任教員紹介

①所属・職名
②生年月日
③最終学歴
④専門分野
⑤前職
⑥授業担当科目
⑦今後の研究課題
⑧学会役職・その他

■
所
属

教員氏名

Photo
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国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

「
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
レ
ポ
ー
ト

当
院
で
開
催
し
て
い
る
「
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
昨
年
八
月
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
隔
月
で
開

催
を
続
け
て
お
り
、
す
で
に
四
回
ま
で
回
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
末
の
第
三
回
か
ら

は
地
元
の
港
区
医
師
会
の
後
援
を
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
、
当
院
で
行
っ
て
い
る
が
ん
の
診
断
・
治

療
の
最
前
線
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
医
師
会

員
の
皆
さ
ま
と
の
情
報
交
換
の
場
に
し
て
い
き
た

い
と
い
う
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●
第
三
回
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
五
日
開
催
）

①
港
区
医
師
会
副
会
長
挨
拶

②
三
田
病
院
長
挨
拶

③
講
演
「
前
立
腺
癌
の
診
断
と
治
療
　
医
療
連

携
に
向
け
て
」（
泌
尿
器
科
部
長
・
教
授
服

部
一
紀
）

④
質
疑
応
答

前
立
腺
癌
は
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
罹

患
率
・
死
亡
率
と

も
に
今
後
ま
す
ま

す
増
加
し
、
二
〇

二
〇
年
に
は
肺
が

ん
に
次
い
で
多
い

が
ん
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
診
連
携
・
病
病

連
携
の
確
立
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。

●
第
四
回
三
田
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
二
〇
〇
七
年
二
月
二
八
日
開
催
）

①
港
区
医
師
会
長
挨
拶

②
三
田
病
院
長
挨
拶

③
講
演
「
頭
頸
部
が
ん
に
つ
い
て
」

（
頭
頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
鎌
田
信
悦
）

④
質
疑
応
答

「
頭
頸
部
が
ん
の
診
断
・
治
療
の
最
前
線
」
を

テ
ー
マ
に
、
日
本
に
お
け
る
治
療
方
針
の
変
遷

や
、
当
院
に
お
け
る
多
数
の
手
術
例
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
鎌
田
信
悦
医
師
を
大
会
長
と
し
て
、

「
第
一
九
回
日
本
頭
蓋
底
外
科
学
会
」
が
次
の
通

り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
教
職
員
は
参
加
費

無
料
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課
　
金
井
雅
之
）

【
日
程
】
七
月
四
日
（
水
）、
五
日
（
木
）

【
場
所
】
ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
東
京

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

第
二
六
回
日
本
画
像
医
学
会

二
月
二
三
日
、
二
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

当
院
の
消
化
器
内
科
・
唐
澤
英
偉
教
授
が
会
長

を
務
め
る
第
二
六
回
日
本
画
像
医
学
会
が
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
は
画
像
医
学
の
研
究
を
通
じ
て
医
学
の

発
展
を
図
り
、
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
第
二
六
回
を
迎
え
る
今

回
の
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
メ
イ
ン
テ
ー
マ：

「
挑
戦
―
明
日
の
画
像
医
学
を
め
ざ
し
て
」

一
、
癌
の
画
像
に
よ
る
診
断
・
治
療
の
進
歩

と
課
題

二
、
超
音
波
と
放
射
線
の
さ
ら
な
る
連
携

三
、
３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
か
ら
４
Ｄ
イ
メ
ー
ジ

四
、
各
科
領
域
に
お
け
る
画
像
医
学
・
医
療

の
進
歩
と
問
題

五
、
誰
に
も
わ
か
る
画
像
診
断
を
め
ざ
し
て

開
催
二
日
間
の
合
計
参
加
者
数
は
約
八
〇
〇

名
に
上
り
、
当
院
医
師
も
数
多
く
が
参
加
し
、

積
極
的
に
発
表
を
行
い
、
交
流
の
場
と
し
て
有

益
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
月
二
〇
日
、
当
院
栄
養
相
談
室
主
催
で
糖

尿
病
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
約
一
〇

〇
名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
四
回
を
迎
え
た
今
回
は
、
参
加
者
の
皆
さ

ま
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
お
応
え
し
て
、
糖
尿
病
の

最
前
線
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
の
お
話
や
、
栄

養
室
に
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
・
質
問
に
お
答
え
す

る
コ
ー
ナ
ー
、
お
弁
当
宅
配
業
者
に
よ
る
糖
尿

病
食
の
お
弁
当
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
、
患
者

様
と
そ
の
ご
家
族
の
関
心
の
高
い
話
題
に
つ
い

て
の
学
習
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
構
成
は
以
下
の
通
り
。

一
、
Ｄ
Ｍ
ポ
ー
ト
の
ご
案
内
・
活
動
報
告

（
Ｄ
Ｍ
ポ
ー
ト
事
務
局
原
ち
ひ
ろ
）

二
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

（
内
科
医
師
・
准
教
授
山
田
佳
彦
）

三
、
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
ら
れ
る
の
？

（
管
理
栄
養
士
楠
本
円
裕
／
栄
養
士

平
田
優
子
）

四
、
宅
配
弁
当
の
試
食
会

（
※
提
供
武
蔵
野
フ
ー
ズ
）

当
院
で
は
今
後
も
、
年
四
回
の
糖
尿
病
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
予
定
で
す
。
糖
尿
病
に
関

す
る
最
新
情
報
を
お
届
け
し
、
皆
さ
ま
が
気
軽

に
楽
し
く
参
加
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

（
総
務
課
　
篠
原

拓
真
）

附
属
病
院

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

祝
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
除
幕
式

二
〇
〇
七
年

二
月
一
日
、
当

院
は
正
式
に
国

際
医
療
福
祉
大

学
の
附
属
病
院

と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
暖

か
い
日
差
し
の

な
か
、
谷
修
一

学
長
・
佐
藤
郁

夫
病
院
長
の
手

で
除
幕
が
行
わ
れ
、
新
し
い
病
院
名
「
学
校
法
人

国
際
医
療
福
祉
大
学
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
大
学
の
附
属
施
設
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
医
療
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を
実
践

し
、
的
確
な
診
療
・
看
護
の
強
化
に
努
め
る
べ

く
職
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
栃
木
県
北
の
拠
点
病
院
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
、
疾

病
治
療
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
よ
り
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
管
理
課
　
磯
　
孝
幸
）

よ
う
こ
そ
医
療
安
全
管
理
室
へ

医
療
者
と
し
て
の
最
終
目
標
は
、
皆
同
じ
で

す
。
少
な
く
と
も
、
全
て
の
人
が
等
し
く
、
適
切

で
、
必
要
十
分
な
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
退
院
さ
せ
、
無
事
に

社
会
へ
と
送
り
出
す
こ

と
。
医
療
安
全
と
い
う

考
え
方
は
そ
の
全
過
程

に
密
接
に
関
わ
っ
て
き

ま
す
。
安
全
で
良
質
な

医
療
の
実
践
は
非
常
に
難
し
く
、
実
現
す
る
た
め

に
は
病
院
全
職
員
の
認
識
と
自
覚
が
と
て
も
大
切

で
す
。
そ
れ
を
補
助
す
る
の
が
、
こ
の
医
療
安
全

管
理
室
の
仕
事
で
す
。

具
体
的
な
仕
事
内
容
は
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・

ア
ク
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
の
集
計
・
分
析
、
医

療
安
全
講
習
会
の
企
画
・
開
催
、
各
部
署
間
の

連
絡
・
調
整
、
医
療
ミ
ス
発
生
防
止
の
た
め
の

提
案
な
ど
で
す
。
医
療
安
全
講
習
会
は
全
職
員

を
対
象
に
月
二
回
開
催
さ
れ
、
専
門
の
講
師
の

方
々
に
講
演
を
依
頼
し
、
職
員
の
知
識
の
向
上

を
は
か
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
管
理
を
し
て
い
く
上
で
最
も
重
要
な
の

は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
「
ど
う
す
れ
ば
患
者
様

に
最
大
限
の
利
益
を
還
元
で
き
る
の
か
？
」
と
い

っ
た
大
前
提
に
立
っ
て
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
自
由
、
公
平
で
活
発
な
議
論
が
で

き
る
環
境
が
必
要
で
す
。
問
題
を
そ
の
ま
ま
に
し

な
い
こ
と
、
皆
で
話
し
合
い
考
え
合
う
こ
と
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
時
間

を
病
院
側
が
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は

必
ず
医
療
安
全
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

医
療
安
全
に
対
す
る
「
文
化
」
が
病
院
全
体

に
根
付
く
よ
う
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
医
療
安

全
管
理
室
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
看
護
部
　
天
生
目
理
香
）
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▼　国際医療福祉大学病院 10287-37-2221 http://www.iuhw.ac.jp/hospital/mainpage.htm

学
生
の
実
験
レ
ポ
ー
ト
に
、
教
科
書
を
見
て

考
え
れ
ば
容
易
に
わ
か
る
課
題
を
出
し
た
。
あ

る
と
き
学
生
た
ち
が
「
飯
沼
先
生
の
課
題
は
一

番
難
し
い
」
と
言
う
の
で
、
理
由
を
聞
く
と

「
考
え
な
い
と
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
だ
と
言
う
。

図
書
館
で
難
し
い
参
考
書
を
探
し
当
て
、
そ
れ

を
写
し
て
ホ
ッ
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

現
在
の
教
育
で
私
が
一
番
危
機
感
を
も
っ
て
い

る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
範
囲
が
広

く
比
較
的
難
解
な
内
容
を
詰
め
込
も
う
と
す
る

と
、
時
間
を
か
け
て
考
え
る
余
裕
が
な
く
、
丸

暗
記
や
丸
写
し
に
走
る
傾
向
が
強
く
な
る
。
講

義
に
演
習
や
実
験
を
連
携
さ
せ
て
深
く
考
え
理

解
す
る
訓
練
を
心
が
け
て
い
る
が
、
と
て
も
十

分
と
は
言
え
ず
、
私
自
身
の
重
要
な
課
題
で
も

あ
る
。

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
物
を
作
る
こ
と
が
好
き

で
、
と
き
に
食
事
も
忘
れ
て
熱
中
し
た
が
、
素

材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
に
は
興
味
が
な
く
、

も
っ
ぱ
ら
自
分
で
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

廃
物
利
用
に
興
味
が
あ
っ
た
。
大
学
は
工
学
部

へ
入
学
し
、
大
学
院
博
士
課
程
ま
で
進
学
し
て

日
夜
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
私
は
「
何
故
か
」

が
理
解
で
き
な
い
と
、
な
か
な
か
納
得
で
き
な

い
性
格
だ
っ
た
か
ら
、
わ
ず
か
の
こ
と
を
理
解

す
る
の
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
。
時
間
は

か
か
る
が
、
一
度
理
解
す
る
と
応
用
範
囲
が
広

が
る
。
一
方
、
論
文
は
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
ず
、

大
学
院
は
満
期
退
学
と
な
り
、
そ
の
後
一
年
半

を
か
け
て
や
っ
と
論
文
を
書
き
上
げ
、
何
と
か

学
位
を
取
得
し
た
。
学
部
時
代
か
ら
七
年
を
費

や
し
た
こ
の
研
究
は
、
世
の
中
の
た
め
に
は
何

の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
が
、
常
に
何
故
か
を

考
え
深
く
理
解
す
る
訓
練
が
、
後
に
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
だ
医
用
機
器
の
研
究
開

発
で
実
を
結
ん
だ
と
考
え
て
い
る
。

大
学
院
で
研
究
を
続
け
な
が
ら
ず
っ
と
考
え

て
い
た
大
き
な
問
題
は
「
工
学
は
役
に
立
つ
学

問
な
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
科
学
技

術
は
人
殺
し
の
兵
器
に
も
使
わ
れ
る
で
は
な
い

か
。
考
え
続
け
て
行
き
着
い
た
結
論
は
「
科
学

技
術
は
そ
れ
自
体
よ
い
も
の
で
も
悪
い
も
の
で

も
な
い
。
科
学
技
術
は
人
間
の
欲
求
に
よ
っ
て

発
展
し
続
け
、
そ
の
欲
求
を
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

「
工
学
を
医
療
の
役
に
立
て
た
い
」
と
考
え
、
縁

あ
っ
て
一
九
七
一
年
に
東
芝
に
入
社
、
超
音
波

診
断
装
置
の
研
究
開
発
に
没
頭
し
た
。
幸
運
に

も
こ
の
研
究
成
果
は
製
品
と
し
て
臨
床
に
も
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
研
究
の
推
進
力

と
な
っ
た
も
の
は
、
他
社
の
真
似
で
は
な
く
、

自
分
が
考
え
た
独
創
的
な
製
品
を
世
に
出
し
医

療
に
役
立
て
た
い
、
と
い
う
強
い
欲
求
で
あ
っ

た
と
思
う
。

自
分
の
頭
で
考
え
、
お
手
本
の
な
い
も
の
を

作
り
出
す
こ
と
は
、
研
究
開
発
の
み
な
ら
ず
他

の
分
野
、
と
り
わ
け
政
治
に
も
必
要
と
さ
れ
る
。

環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、

戦
争
の
な
い
世
界
の
実
現
な
ど
、
お
手
本
の
な

い
二
一
世
紀
の
重
要
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

わ
が
国
が
ぜ
ひ
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
お
手
本
の
な
い
も
の
を
生
み
出
す
に

は
、
そ
の
基
礎
に
常
に
何
故
か
を
考
え
る
掘
り

下
げ
た
思
考
の
訓
練
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

※
こ
の
文
は
一
昨
年
七
月
に
『
下
野
新
聞
』
の
「
学
問

の
ス
ス
メ
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
修
正
を
加
え

た
も
の
で
す
。

私の主張 第4回 常に「何故か」を考えよう 放射線・情報科学科教授 飯沼一浩
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▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/
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▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/
施設インフォメーション

山
王
病
院

晴
れ
着
姿
で
救
命
活
動

日
本
堤
消
防
署
長
よ
り
感
謝
状
贈
ら
れ
る

当
院
外
科
病
棟
・
松
愛
子
看
護
師
が
、
両
親
と

共
に
浅
草
へ
出
掛
け
た
の
は
正
月
明
け
の
一
月
一

一
日
の
こ
と
。「
今
半
」
前
の
路
上
を
歩
い
て
い
る

と
後
方
で
大
き
な
音
が
し
て
、「
人
が
倒
れ
た
」
と

い
う
声
が
…
…
。
松
看
護
師
が
プ
ロ
意
識
か
ら
と

っ
さ
に
音
の
し
た
方
へ
駆
け
寄
る
と
、
女
性
が
意

識
を
失
い
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

女
性
は
心
肺
停
止
状
態
。
松
看
護
師
は
近
く
に
い

る
人
に
救
急
車
の
出
動
依
頼
を
す
る
と
同
時
に
、
晴

れ
着
姿
で
あ
る
の
も
物
と
も
せ
ず
、
手
持
ち
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
穴
を
空
け
女
性
の
口
に
あ
て
が
い
マ

ウ
ス
ト
ゥ
マ
ウ
ス
の
人
工
呼
吸
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
救
急
蘇
生
処
置
を
施
し
、
到
着
し
た
救
急

隊
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
女
性
は
一
命
を

取
り
と
め
ま
し
た
。
こ
の
間
、
野
次
馬
か
ら
は
「
動

か
さ
な
い
方
が
い
い
！
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
お

母
様
は
「
こ
の
子
は
看
護
師
な
ん
で
す
」
と
周
囲

を
説
得
さ
れ
、
お
父
様
も
着
物
の
袂
を
持
つ
な
ど

協
力
。
ご
家
族
あ
げ
て
の
救
命
活
動
で
し
た
。

「
自
分
で
は
特
別
な
こ
と
を
し
た
と
い
う
意
識

は
な
く
、
自
然
に
身
体
が
動
い
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
で
し
た
。
自
分
の
判
断
、
処
置
が
適

切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
今
で
も
葛
藤
は
あ
り
ま

す
が
、
逆
に
何
も
し
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
後
悔

し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
両
親
か
ら
は
『
看

護
師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
ね
。
こ
こ
ま
で
に
し

て
く
れ
た
病
院
に
感
謝
し
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
、

自
分
で
も
そ
う
感
じ
て
い
ま
す
」（
松
看
護
師
）

こ
の
迅
速
な
人
命
救
助
に
対
し
て
、
松
看
護

師
と
ご
両
親
に
東
京
消
防
庁
か
ら
消
防
総
監
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、

一
月
二
四
日
に
山

王
ホ
ー
ル
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。皆

さ
ま
は
こ
の

よ
う
な
場
面
に
遭

遇
し
た
ら
ど
う
し

ま
す
か
？
　
彼
女

の
よ
う
に
行
動
を

起
こ
す
の
は
と
て

も
勇
気
の
い
る
こ

と
で
す
が
、
医
療
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
ぜ
ひ

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
救
命
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
救
急
蘇
生

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
し
て
い
る
、
市
民
が
行
う

基
礎
的
救
命
法
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

①
声
を
か
け
反
応
を
見
る
と
同
時
に
救
急
車

を
要
請
す
る

②
反
応
が
な
か
っ
た
ら
気
道
を
確
保
す
る

③
呼
吸
、
脈
拍
の
有
無
を
観
察
す
る

④
呼
吸
が
な
い
場
合
、
人
工
呼
吸
を
開
始

⑤
脈
拍
が
な
い
場
合
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
開

始
⑥
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合

は
躊
躇
せ
ず
に
装
着
す
る

※
最
近
は
④
な
し
で
も
有
効
と
さ
れ
て
い
る

心
停
止
時
間
が
二
分
で
九
〇
％
、
五
分
で
二

五
％
の
救
命
率
と
い
わ
れ
、
一
刻
も
早
い
心
肺

蘇
生
の
開
始
が
必
要
で
す
。

山
王
病
院
で
は
今
後
も
定
期
的
に
全
職
員
あ
げ

て
の
救
急
蘇
生
訓
練
を
実
施
し
、
万
が
一
の
場
面

に
遭
遇
し
た
際
に
冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
備
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
看
護
部
長
　
丸
山
和
美
）

高
木
病
院

大
川
市
「
未
病
と
健
康
の
つ
ど
い
」
開
催
！

第
一
回
市
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
川

〜
若
さ
と
美
し
さ
を
保
ち
た
い
あ
な
た
の
た
め
に
〜

大
川
市
「
未
病
と
健
康
の
つ
ど
い
」（
主
催
…

大
川
市
、
日
本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
／
後
援
…

大
川
三
潴
医
師
会
、
福
岡
県
医
師
会
、
大
川
女

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
、
マ

ス
コ
ミ
各
社
）
が
三
月
二
五
日
、
大
川
市
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
増
進
を
願
う
大
川
市
の
植
木
光

治
市
長
と
、
日
本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
常
任
理

事
の
山
本
匡
介
・
高
木
病
院
病
院
長
と
の
話
し

合
い
で
実
現
し
ま
し
た
。
自
治
体
・
学
会
・
病

院
（
事
務
局
）
に
よ
る
三
者
連
携
は
、
地
域
医

療
活
動
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
と
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

〝
未
病
〞
と
は
、
病
気
と
し
て
の
症
状
は
現
れ

て
い
な
い
が
、
将
来
的
に
大
き
な
病
気
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
状
態
、
つ
ま
り
「
健
康
」
と
「
病

気
」
の
中
間
の
状
態
で
す
。
も
と
も
と
は
「
未

だ
病
に
あ
ら

ず
」
と
い
う
中

国
古
来
の
考
え

方
で
、
未
病
の

う
ち
に
治
療
を

し
て
健
康
を
保

と
う
と
い
う
も

の
で
す
。

講
演
で
は
、

生
活
習
慣
病
と

が
ん
の
分
野
に

お
け
る
一
流
の

先
生
方
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
三
大
疾
病
の

予
防
法
や
最
新
の
治
療
法
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
高
木
病

院
・
山
本
病
院
長
と
植
木
大
川
市
長
の
主
催
者

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
一
ノ
瀬
穂
積
・
大
川
三

潴
医
師
会
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、「
脳
卒
中

の
予
防
と
治
療
は
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
」（
重
森

稔
・
久
留
米
大
学
脳
神
経
外
科
教
授
）、「
心
臓

病
で
死
な
な
い
た
め
に
」（
野
出
孝
一
・
佐
賀
大

学
医
学
部
循
環
器
・
腎
臓
内
科
教
授
）、「
肝
臓

病
は
予
防
で
き
る
」（
山
本
匡
介
・
高
木
病
院
病

院
長
）
の
三
つ
の
講
演
と
「
男
と
女
の
更
年
期
」

と
題
し
た
日
本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
前
理
事
長

で
東
京
大
学
医
学
部
老
年
科
教
授
の
大
内
尉
義

先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
大
内

教
授
は
、
男
女
と
も
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
が
生
活

習
慣
病
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
指
摘
。

「
亭
主
を
早
死
に
さ
せ
る
十
カ
条
」
や
、
長
寿
の

秘
訣
「
か
（
感
動
す
る
）・
き
（
興
味
を
持
つ
）・

く
（
工
夫
す
る
）・
け
（
健
康
を
気
に
か
け
る
）・

こ
（
恋
心
を
持
つ
）」
を
提
唱
し
、
笑
い
と
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
ほ
ぼ
満
員
の
九
〇
〇
人
の
一
般
市

民
が
来
場
し
て
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

山
本
院
長
は
「
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、

有
意
義
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
著
名
な

先
生
方
に
来
て
い
た
だ
い
た
の
と
、
大
川
市
内

外
の
各
団
体
の
ご
協
力
の
賜
物
だ
と
思
う
。
今

後
も
、
市
民
の
健
康
増
進
と
健
康
管
理
を
促
す

た
め
に
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（
高
木
病
院
広
報
室
　
鶴
田
憲
司
）
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生
ま
れ
変
わ
る
化
研
―
―

新
棟
オ
ー
プ
ン
竣
工
式
・
内
覧
会
開
催

昨
年
四
月
か
ら
建
設
中
で
あ
っ
た
新
病
棟
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
新
し
い
化
研
病
院
を
広
く
紹
介

す
る
機
会
と
し
て
二
〇
〇
七
年
二
月
二
四
日
（
土
）

に
竣
工
式
お
よ
び
内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
地
元
医
師
会
を
は
じ
め
、
市
川
市
市

役
所
な
ど
行
政
関
係
の
方
々
、
各
医
科
大
学
医

局
の
先
生
、
そ
し
て
地
域
の
患
者
様
、
総
勢
約

六
〇
〇
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
新
外
来
・

病
棟
を
披
露
し
ま
し
た
。
市
川
市
内
で
初
導
入

と
な
る
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
、
国
内
最

高
レ
ベ
ル
の
1.5
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
は
じ
め
、
三

つ
の
手
術
室
、
七
人
同
時
治
療
が
可
能
な
化
学

療
法
室
、
二
二
床

の
人
工
透
析
室
な

ど
を
配
置
し
、
従

来
の
慢
性
期
医
療

に
加
え
急
性
期
医

療
も
さ
ら
に
充
実

さ
せ
ま
し
た
。

内
覧
会
で
は
、

外
来
診
察
室
か
ら

始
ま
り
、
臨
床
検

査
室
、
放
射
線
室
、

内
視
鏡
室
、
化
学

療
法
室
、
そ
し
て
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
手
術
室
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
装
備
を
一
新
し
従
来
よ
り
一
層
充
実
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
や
、
個
人
の
空
間

を
重
視
し
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
っ
た
各
病

室
か
ら
は
、
国
府
台
の
豊
か
な
自
然
景
観
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
高
度
医
療
機
器
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
患
者
様
や
近
隣
医
療
機
関
か
ら
終

日
途
切
れ
る
こ
と
な
く
質
問
が
あ
り
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

竣
工
式
で
は
高
木
邦
格
理
事
長
、
谷
修
一
学

長
の
挨
拶
に
続
き
、
藤
森
宗
徳
千
葉
県
医
師
会

会
長
か
ら
「
医
業
界
の
厳
し
い
風
の
な
か
、
新

病
棟
の
完
成
は
た
い
へ
ん
な
朗
報
」
と
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ご
来
賓
の
方
々
に

よ
り
五
つ
の
樽
が
開
か
れ
、
地
域
医
療
に
お
け

る
今
後
の
貢
献
を
祈
念
し
ま
し
た
。

今
後
、
旧
棟
の
改
修
お
よ
び
解
体
工
事
を
行

い
、
最
終
的
に
は
本
年
五
月
下
旬
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た
化

研
病
院
を
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
一
同
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
人
事
課
　
山
田
さ
ち
子
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/

恩賜館（左）と本館

▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/

当
院
は
一
九
三
九
年
、
結
核
に
対
す
る
化

学
療
法
の
研
究
開
発
を
促
進
す
る
財
団
法
人

と
し
て
設
立
さ
れ
た
化
学
療
法
研
究
会
の
化

学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
以
来
、
国
を
あ
げ
て
の
結
核
克
服
事

業
の
一
端
を
担
っ
て
鋭
意
力
を
注
ぎ
、
そ
の

重
要
性
か
ら
三
井
財
閥
の
三
井
報
恩
会
か
ら

支
援
を
受
け
る
一
方
、
明
治
天
皇
の
御
学
問

所
「
恩
賜
館
」
を
宮
内
庁
（
当
時
）
よ
り
下

賜
さ
れ
る
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
春
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
の

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
目
を

担
い
、
学
校
法
人
と
別
組
織
で
あ
り
な
が
ら

も
大
学
の
関
連
施
設
と
し
て
連
携
す
る
こ
と

で
、
大
学
で
学
ぶ
学
生
の
教
育
や
研
究
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

化学療法
研究所
附属病院

【新病院建築概要】
敷地面積：22,543㎡
延床面積：10,248㎡
病床：269床 （一般137床、

療養44床、結核88床）

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

鏡割り（竣工式）

■本館の病室

■CT室（内覧会）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）
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「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

●医療福祉チャンネル774を見るには ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円がかかります）
法人契約･･･5,250円
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問い合わせください。
●視聴に関するお問い合わせは ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（（株）医療福祉総合研究所　お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    HP  www.iryoufukushi.com/

●学部名称の変更について
4月1日より大学の学部名称を以下のように変更いたしました。

（旧称）保健学部→（新名称） 保健医療学部

（旧称）リハビリテーション学部→（新名称） 福岡リハビリテーション学部

●病院名称の変更について
2月1日より病院名称を以下のように変更いたしました。

（旧称）国際医療福祉病院→（新名称） 国際医療福祉大学病院

（旧称）国際医療福祉大学附属三田病院→（新名称）国際医療福祉大学三田病院
（旧称）国際医療福祉大学附属熱海病院→（新名称）国際医療福祉大学熱海病院

●山王メディカルプラザの診療業務休止について
山王メディカルプラザでは施設を全面建替えする運びとなりました。それに伴い、

診療業務を4月1日より一旦休止させていただいております。新しい建物は平成21年1
月竣工の予定です。

お知らせ IUHW Information

国際医療福祉大学アワー
ＩＵＨＷの情報が満載

入学式や卒業式、運動会・大学祭などの行事、臨床実習
や海外研修・国際活動、そしてクラブやサークルの紹介、先
生方へのインタビューなど、国際医療福祉大学（ＩＵＨＷ）
に関する情報満載の番組です。本学学生の皆様はもちろん、
ご家族の方々も是非お楽しみください。

看護師配置7対1を考える
黒岩祐治のメディカルリポート第35回　
さまよえる医療難民～ナース不足で病院崩壊！？

平成18年4月の診療報酬改定で看護師の配置基準が改め
られ、1人が受け持つ入院患者数が10人から7人に減りまし
た。過重労働の緩和や患者さんへの手厚い看護が狙いです
が、これにより看護師の病院間の引き抜きや都会の病院へ

の移動が起こりました。新
制度により看護師不足は解
消するのでしょうか。それ
とも、ますます不足してい
くのでしょうか。看護師配
置7対1を考えます。

リハビリテーションＯＴアワー「作業療法の実際」
ADLアプローチの実際第4回　
片麻痺患者　生活時のワンポイント―排泄･更衣･入浴―

実際の現場の映像を使って、詳細に解説するシリーズ「Ａ
ＤＬアプローチの実際」の最終回です。今回は、片麻痺患
者の方のトイレ・ポータブルトイレの使用法、上着･ズボ
ン・靴下などの着衣、靴の履き方、整容（歯磨き・洗顔）、

入浴などの生活におけるさ
まざまな動作や介助のコツ
について、生田宗博氏（金
沢大学大学院教授）が実演
を交えて詳細に解説します。

新コーナー「この学科に集え！」

医療福祉の総合教育を行っている本学から、毎回１学科
を取り上げ、学ぶ内容や目指す職業、資格の他、在籍する
学生を紹介します。受験生には、大学に入学して何を学び
たいか、将来どのような仕事をしたいかなどの参考に、一
般の皆様には、普段なかなか目にできない、医療福祉の現

場と医療福祉の専門職育
成過程をご覧いただけま
す。第１回は医療経営管
理学科を取り上げます。

t平成18年度国際医療福祉大学
卒業式

t左：黒岩キャスター（国際医
療福祉大学客員教授）
右：久常節子氏（日本看護協会
会長）

t片麻痺患者モデルによるトイ
レの使用法

t医療経営管理学科の授業風景
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